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一口に ｢盛女の予言｣といっても複数の写本と異本が存し､(1)エッグ詩

を集成した ｢王室写本｣(62連)､(2)｢ハウク本｣(59連)､および (3)『ス

ノッリのエッグ』所収の ｢ギュルヴィの幻惑｣に引用された30連と内容が紹

介された16連,の三種に大別される1)｡さらに (3)は､『スノッリのエッグ』

を記載した ｢王室写本｣､｢ヴォルム写本｣､｢ウプサーラ写本｣､および ｢トラ

イェク写本｣と称される四つの写本のほかに､｢砿女の予言｣数節を含む15世

紀の断片 (AM 756,4to)がある2)｡また､(1)と (2)はしばしば写本

名の頭文字をとってR本､H本と略記されるが､しばしば対応箇所の語句や詩

行が異なるばかりか､厄介なことに､とくに後半部において詩節の順序が相異

している｡通常はR本 (1270年頃書記)が最重要視されているが､その反面､

H本 (14世紀半ばに書記)はR本に無い数節を含んでいる3)｡さらにまた ｢垂

女の予言｣の原詩そのものは､口承の伝統を踏まえて紀元1000年前後に創作

されたともいわれる4)｡そこで学者たちは､いざ ｢丞女の予言｣の刊本を編集

するとなると､相互の写本で異なる表記をいかに解決するか,またその際にど

の異本を重んじるか､詩節をどのような順序で並べるか､などの考証を重ねて

きた｡

ここではV61uspA｢盛女の予言｣詩人がどのように円環詩法 (Ring

Composition)を駆使しているかを検討することを目的としているので､上記

(1)の ｢王室写本｣の詩節番号と順序をそのまま踏襲したアースラ･ドロン

ケの刊本に依拠した5)｡ただし綴り字の校訂は基本的にグズニ ･ヨーンスソン

に従った6)｡なお､別稿において円環詩法を次のように説明した｡

- (前略)-詩歌の中のあるまとまった ｢詩連｣(aseries)において､
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最初の要素と最後の要素が ｢共鳴｣し､最初の要素に後続する次の要素が､

最後の要素に先行する要素と ｢共鳴｣するといった体裁をもっており､い

わば一種の ｢交差対句法｣(chiasticdesign)を成していることが認められ

る｡そしてしばしば､これらの共鳴する要素が,当該の詩連の中で､｢中

心的な要素としての役割りを有するひとつの中核｣ (Ⅹ)を取り巻くよう

に配列され､全体として[A-B-C-Ⅹ-C-B-A]という形式を有している7)｡

このような特徴が､｢円環詩法｣(ringcomposition)と名づけられているので

ある｡[なお]､ジョン･D･ナイルズが､相互の詩的要素が ｢共鳴する｣

(echo)という言い方をしているのは,ジョン･〇･ビーティの所論

(1934)に基づいている8)｡そして周知のように､｢円環詩法｣は当初､

W ･フアン･オッテルロー (1944)によって古代ギリシアのホメ-ロス

の叙事詩に認められることが指摘され 9)､セ ドリク ･ホイツトマン

(1958)やステイ-ヴン･バートマン (1966)その他によって10)､[関連

の]詩論が発展してきた (拙論2003)ll)｡

その拙論でも紹介したように､円環詩法は元来1940年代の半ば～60年代にか

けて､ホメ-ロスの詩作法に認められたものであるが､70年代の後半にH･

W ･トンズフェルトやジョン･ナイルズによって12)､『ベ-オウルフ』を初め

とする古英詩の構成にも適用され,斯学の注目を浴びるにいたった｡ただし､

幾つかの方法論上の難点があって､例えば､詩歌の中で繰り返されるモチーフ

を ｢単語や語句｣にとどめるか､あるいは ｢複数の語句や主題｣にまで拡大す

るかという議論があり13)､しばしば提唱者のナイルズの定義は暖味に過ぎる

という批判も出されてきた(拙稿参照)14)｡

さて､寡聞にして私は､エッグ詩にも円環詩法が認められることを正面切っ

て論じた学者を知らない15)｡前稿ではその実験的な試みとして ｢ヴォルンドの

歌｣を分析してみたところ､詩歌の前半と後半において表現要素が対応し､例

外はあるものの比較的きれいな円環を構成していることが分かった (拙論参

照)｡【鍛冶師ヴォルンドによる王子殺害】の語りが本詩の中核の主題 (いわゆ
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るⅩを太字の鈎括弧で示す)をなしていることも明白になった16)｡

そこで今回は､解釈上しばしば難解な詩句や詩行を含む ｢益女の予言｣につ

いて､円環詩法の有無を検証してみることにした｡前回と同様に分析の際に､

対応する表現要素は基本的に語句に限定することにして､一重の鈎括弧[ ]

でそれを示し､詩歌の前半部と後半部に対応 ･共鳴する要素を､順番に【A]-

[B]-[C]-[Cト [B]-[A]と記号化してゆくことにした｡ただし､想像していた

以上に対応語句が多く､つづいて [a]-[b]-[C]などの小文字も動員せざるを得

なくなった｡繰返しになるが､本稿は ｢盛女の予言｣の原詩に円環詩法が用い

られていたことを検証することを目的としている｡そのため,詩節番号と順序

は ｢王室写本｣を基本とした前述のアースラ･ドロンケの刊本に従ったので､

G･ネッケルとH･クーン版を踏襲された谷口幸男氏の邦訳本の詩節番号と異

なることに留意されたい17)｡

Ⅰ.詩歌全体の外枠 :｢語り｣と ｢沈黙｣
さて ｢盛女の予言｣の場合､詩歌の外枠を形成する表現要素は､まさに冒頭

の1節と最終の62節に認められる｡

(1)[A]Hlj6∂sbi∂蛙allar

helgarkindir,

meidokminni

m6guHeimdallar;

viltu,at蛙,ValfG∂r,

velfyrtelja

fomspj611fira,

t)auerfremstofman.18)

静粛をわたしは求めたい､
うから

あらゆる尊き族､

身分の高き者も低き者も,

ひとしくへイムグッルの末商なる者よ｡

戦死者の父よ､汝は望む､

このわたしが巧みに語るようにと､

覚えているかぎり昔 にさかのぼり
ふるごと

命ある者らの古言を はじめよと 19)｡

ここでいう ｢古言｣(fornspj611)は､｢まさにフルコトであり､古くからの

言い伝え､いにしえの歌､そして繰り返し言いフル (｢経る｣に通ず)されて
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きた事柄である｣､などと定義づけをした (拙著 『生と死の北欧神話』20:以

下略記 『生と死』)20)｡また､そのような古言の語り手である ｢わたし｣がし

ばしば ｢かの女｣と呼ばれていることについて次のように説いた｡

ek｢わたし｣はこの詩歌の ｢発話者｣としての ｢益女｣をさしている

が､詩人と益女が同一人物である必要はない｡- (中略)･･･いわばひとり

の女性シャーマンとしての盛女は､過去 ･現在 ･未来の時空的な領域を霊

的に遍歴しつつ､聴衆にその中で ｢見たり､闘いたりしたこと｣､あるい

は ｢覚えていること｣､そして時には遠方を見晴るかすその眼差しの彼方

に ｢見えてくること｣を語り上げているのである｡否､そのような ｢韮女

のすがた｣を､我ら読者 (広義での ｢聴衆｣)のために現前化させている

のは､男性であるかもしれぬ ｢詩人自身｣であろう｡

したがって ｢わたし｣(ek)と自称する益女が､同じ詩歌のなかで三人

称の ｢かの女｣ (hon)と呼ばれる場合があるのも理会できる｡この試訳で

は,盛女をさすときには rかの女｣と訳し､それ以外の女性をさす場合の

三人称は､これを峻別するために ｢彼女｣と訳出することにした｡- (中

略)-この詩歌の r語り手｣として造型された益女が､過去または未来の

霊的空間に潜入し､その中の超自然的な出来事にそのまなざしと意識が局

限されたとき､自称なる ｢わたし｣は ｢かの女｣という存在者に変貌をと

げるかに見える｡さらには､そのように ｢わたし｣から遊離していった

｢かの女｣を､どこか醒めた眼でみつめている詩人が作品の背後にひそん

でいる (拙稿 ｢｢盛女の予言｣抄訳と略註｣ :以下､｢略註｣)21)｡

盛女はまず始めに､へイムグッルを始祖神と仰ぐ聴衆たちにhlj6∂ ｢静粛｣

すなわち ｢沈黙｣を求め､次にヴァルフオズル ｢戦死者の父｣と称されたオー

ジンの要請に応じて､みずから ｢命ある者らの古言｣を語り出すことを言明し

ている｡興味深いことに､hlj6∂は両義的で､｢沈黙｣とは正反対の ｢騒音｣や
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r叫び､捻り声｣の意味もある｡丞女の口から発せられた ｢静粛に｣という要

請が､ただちに呪文や祈祷あるいは予言の ｢声調｣にあたかも転化していった

かのようである｡こうして盛女は悠遠なる過去に遡りながらも､そこから紡ぎ

出される未来の出来事をも予見し､滅びゆく神々の定め､そして世界の没落と

新世界の再生までを語りあげ､最後には次の歌をもって吟詠を終えているので

ある｡

(62)Parkemrinndimmi

drekifljdgandi,

naarfrhn,ne∂an

舶 Ni∂afi611um･,

berrsirifiaarum,

-flタgrv611ynr,-

Ni∂h6ggrnAi.

lA]Ndmumhons6kkvask

そこへ閤なす竜が

空を飛んでくる､

その蛇身はきらめき､

ニザフイヨル(｢暗月の丘｣)の下方から昇りくる｡

巽に死骸をのせて

こズホッグなる竜は

激戦の野の上を飛びゆく｡

さて､かの女は沈みゆかん｡

まずは､この最終詩節についてはどこした註釈の一部を引いておく｡

･･--そもそも ｢かの女｣すなわち蛋女は､ヴァルフオズル ｢戦死者の父｣

と称されたオージンの神威をまとって ｢古言｣を語り (1節)､それを基

点として数々の予言を提示してきたのだが､｢かの女は沈みゆかん｣とい

う最後のフレーズをもって､語りを突如として中断している｡- (中略)

･･･闇夜をついて飛び行く竜の出現を語ったのを最期に､盛女なる rかの女｣

は､地平のかなたに ｢沈みゆかん｣という言葉を残して､聴衆そして我ら

の前から姿を消していった｡あたかも盛女自身が満ち欠けする月の形相を

映し出しているかのようであり､この世の生と死を司る運命のことを熟知

しているかにも見える (｢略註｣53)｡

75



加えて別稿において､ニズホッグ ｢新月 (暗夜)をもって切り払うもの｣と

いう名の飛竜の出現は､ふるき ｢時代｣(ver61d)の掛無を意味すると同時に､

神々が滅び去った後の新たなる ｢世界｣(同じくver61d)の幕開け､すなわち

｢月立ち｣としての ｢朔｣を表徴していると説いた｡そして,砿女自身が､盈

虚を繰り返す月の形相を映しつつ.｢この世｣(古ノル ド語ver6ldと古英語

werold)の生と死と運命を司る女神フリッグ (予言神オージンの妻)の相貌

を帯びていると結論づけた22)｡ちなみに古英語werold(現代英語のworld)

は古ノルド語ver6ldと同系で.wer｢人間｣.とald｢時代､流れる時､生､世代｣

から成る複合語で､｢人がある時代を生き､老いてゆきながらも次々と世代が

生まれ代わる鏡域｣がその原義であった (拙論参照)23)｡

したがって､聴衆に ｢静粛｣を求め､｢古言｣を ｢巧みに語るように｣とい

う詩神オージンの要請をうけて語り始めた1節と､｢(盛女なる)かの女は沈み

ゆかん｣という言旬をもって語りの終わりを宣した最終62節は､｢生と死と運

命および月にまつわる古代思想｣を根本主題とする詩歌全体の外縁の枠組み

(Outerframe)を形成していると言えよう｡すなわち最初に､聴衆に ｢沈黙｣

を求めた益女は､語るべき言葉を次々に発して､ついに最後には､みずからの

役目を終えて ｢沈黙｣の世界へと埋没していったのである｡

さて､上記で ｢激戦の野｣の訳語を与えたV61lrの用例を検証すると､ほとん

ど常に ｢激6乱 流血､死｣のニュアンスを伴っている24)｡ここでは､ラグナ

ロクいわゆる ｢神々の滅びゆく定め｣の語りを終え､また世界が再生すること

を予言した後の描写であるから.ヴォッル ｢激戦の野｣は､神々と魔の軍勢が

死闘を繰りひろげた､ヴィ-グリ-ズという名の戦場をさしている (｢ヴァフ

スルーズニル｣18)25)｡この戦場の名前Vl'gn'arそれ自体が ｢死闘の野原｣を

意味していた26)｡魔の軍勢が袈来してくるとき､へイムグッルは ｢あらん限

りの力で角笛ギャラルホルンを吹き鳴らし､すべての神々を覚醒させ｣て､危

機の発生を告げ知らせるという｡その激戦のさなか､グングニルという槍を手

76



に､オージンは先陣を切って闘うが､フエンリル狼に呑み込まれてしまい､一

方､へイムグッルはロキと戦い,両者相討ちで果てることが予言されている

(｢ギュルヴィ｣51)｡

さて､｢盛女の予言｣27節によれば,へイムグッルの角笛は､かかる緊急事

態の発生する以前には､｢聖なる樹の下に隠されてある｣というのだが､注目

すべきことに､その角笛をさすのに先述のhTj6∂の用語が充てられている｡す

でに近稿でも論及したが､この場合のフリョ-ズは､｢響き聞こえるもの｣､

｢奏音｣または ｢(へイムグッルの鋭敏な)聴覚｣を意味しながらも,然る時ま

で隠されたまま ｢沈黙を強いられたもの｣､という詔誰的な意味が込められて

いる (近稿参照)27)｡

このように一連の語りを通観すると､｢盛女の予言｣1節において ｢始祖神｣

へイムグッルと ｢戦死者の父｣オージンの名を併記しているのは､最終62節

と相関関係を打ち立てるためであったことが分かる｡いわばhlj6a｢沈黙｣さ

せられたのは,聴衆ばかりではなかった｡これら両神は､｢神々の滅びゆく定

め｣すなわちラグナロクの予言を完結する盛女と同様に､然るべき役割を終え

て､相次いで地平の彼方に ｢沈みゆく｣存在であることが早くも冒頭で暗示さ

れているのだ｡

ⅠⅠ.世界 ･領域 ･住み処 ･｢住む｣と ｢育てる｣ ･樹木

(2)Ekmanj6tna

[B]irofhQrRa,

b丘erfor∂umg3ik

lc]fa:ddahGfau;

[D]nl'umanekhE由迫,

nl'ul'viai(l'viajur),

[E]mj6tvi∂ma:ran

fyrmoldneaan.

わたしは覚えている､かの昔に

生まれし巨人たちを､

過ぎし日々わたしを

養い育てた者たちのことを｡
くにぐに

わたしは覚えている､九つの丑星のことを､

大地の奥処にて
い き

九つの領域に張る根(九人の女巨人たち)のこと､

つとに名高き推し畢る樹のことを｡
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(60)P畠kn丘Ha≡nir

[E]hlautvi∂kjdsa

[B･C]okburirbyggja

braB∂ratveggja

[D]Vindheimvl'∂an.

Vitu∂erenn-e∂ahvat?

そこでへ-ニルは

卜占の枝を選ぶことになり､

二兄弟の息子たちが

風の件み処に広々と

住まうことになる｡

おのおの方.さらに知るや､それとも如何に?

2節の最初の4行では盛女はおのれの生い立ちを語り､後半では ｢シャーマ

ニズム的な体験｣を語っているとされる28)｡｢かの昔に生まれし巨人たち｣と

かの女を ｢養い育ててくれた｣巨人たちについての記憶から､さらには ｢大地
くにくに

の奥に｣存在する九つのheimar｢領域｣に思いを馳せている｡｢九つの額域

(heimar)｣についての記述は ｢ヴァフスル-ズニルの語り｣(43節)にも認め

られ､｢すべての世界｣の語句と同格に置かれており､死後の世界はニヴルヘ

ル (Ni仙el)と呼ばれていた｡拙著で次の説明を与えておいた｡

｢ギュルヴィの幻惑｣によると､大地が創られるよりもはるか昔に,ニ

ヴルへイム(｢霧または暗闇の世界｣の意)が成り立ち.やがてその ｢真ん中｣

にフヴェルゲルミルという泉ができあがったという｡- (中略)-ニヴル

へイムは､冥府のニヴルヘルと本来は区別されていたが､後代にはしばし

ば混同されたとみられる｡というのは､ロキの娘ヘルは ｢大災難と不幸｣

を招くものとみなされ､オージンによってニヴルへイムに投げ込まれ､

｢九つの世界｣を支配するように仕向けられたと記されているが (｢ギュル

ヴィ｣34)､その一方では､｢九つの世界を巡歴して､ヘルから降った死

者が宿るニヴルヘルにまで下降した｣という記述も見えるからである

(｢ヴァフスルーズニル｣43)｡これら二つの資料を付き合わせると､ニヴ

ルへイムとこヴルヘルが地下の最奥部の世界として同一視されていたと言
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える (『生と死』46-47)｡

2節のmj6tvi∂r｢推し量る樹｣は､トネリコの世界樹ユッグドラシルをさし

ているというのが一般の解釈である29)｡ただし､｢グリームニルの語り｣31節

や ｢ギュルヴィの幻惑｣15章では三つの世界に根を張るとされ､上の記述と

矛盾をきたしている｡たとえば前者の記録によれば､ユッグドラシルのトネリ

コは､｢三つの方角 (vega)に向けて三つの根を張っている｣とされ､,r-つの

根の下にはヘル (冥府女神)が住み､二つめの根の下には霜巨人族､第三の根

の下には人間の種族が住みついている｣と記されてある｡ところが後者の記伝

では､rはるか遠くまで伸びている｣三つの根のうち､｢一つめはアース神のと

ころに達し､第二は霜巨人たちのところに達していて､そこにはかつてギヌン

ガガプがあった｣とされ､｢第三のものはニヴルへイム (Niflheimr)の上に伸

びていて､その根の下にフヴェルゲルミル (泉)があり.ニズホッグ (竜)が

下方からその根を留っている｣という (｢ギュルヴィ｣15)｡このように三つ

の根について記された順番は異なるが､｢第三の根の下に｣住む ｢人間の種族｣

(｢グリームニル｣31)と ｢一つめの根｣が伸びた ｢アース神のところ｣(｢ギ

ュルヴィ｣15)は対応するだろう｡ここで ｢人間の種族｣と訳出したmennski∫

mennは､｢人の姿をした神々｣の意にも解しうるからである｡さらには､世界

樹の ｢根の下｣に異なる種族の ｢居住地｣がある､という着想をここで確認し

ておきたい｡その一つの根の下に ｢ヘル (冥府女神)が住む｣という表現は､

言い換えると､｢病死した者や老衰であの世に逝った者たち｣(｢ギュルヴィ｣

34)などの死者がそこに ｢住んでいる｣(b血)ことを暗示している｡上述し

たように､ニヴルへイムは ｢ヘルから降った死者が宿るニヴルヘル｣としばし

ば混同され､地下の最奥部に位置する幽冥界として思い描かれていた｡したが

って記述の順序は異なるが､第-の根が達していたヘル (｢グリームニル｣31)

と第三の根の領域ニヴルヘル (｢ギュルヴィ｣15)は明確な対応を示す｡

三つの根がアースの神々､霜巨人たち､そしてニヴルへイムにそれぞれ伸び
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ていると記された後に､｢そのトネリコの第三の根は天にとどき､その根の下

にウルザル ･ブルンと呼ばれる､殊のほか神聖なる泉がある｣という矛盾めい

た記述が置かれている (｢ギュルヴイ｣15)｡あわせて､｢そこに神々は裁きの

座を有している｣とされ､｢アースたちは毎日､馬に乗ってピヴロストの天橋

を渡ってゆく｣という (『生と死』219)｡一方では､ユツグドラシルの ｢枝葉｣
くにくに

(limar)は ｢すべての領域(heimar)に伸び広がっていて天の上にもとどいている｣

と記されている (｢ギュルヴィ｣15)｡いずれにせよ､天空にそびえ立つ世界

樹の ｢枝葉｣の下に思い描かれた特定の居住空間とおよそパラレルな関係をも

って､そのトネリコの ｢根の下｣に､神々あるいはmennskirmenn｢人の姿を

した者たち｣､霜巨人族､そしてへルまたはニヴルヘルに堕ちていった死者た

ちが､それぞれ ｢住む｣領域がある､という盲北欧の世界観を想定できるだろ

う｡
くにぐに

さて､盛女は遠き過去を回想して､｢大地の奥｣の九つのheimar｢領域｣に

ついて触れているが､いわばそれらは､｢つとに名高き推し量る樹｣の根の下

にある､｢人の姿をした｣神々や人間､巨人､侠儒､妖精など､その他ここで

は明記されていない特定の種族がそれぞれ住まう ｢全世界｣をさしている｡先

述したように ｢九つの領域｣は ｢すべての世界｣と同義であったからである

(｢ヴァフスルーズニル｣43)｡したがって ｢鉱女の予言｣2節は､60節 ｢二見.

弟の息子たちが風の住み処に広々と住まうことになる｣という表現形式と明ら

かに対応している｡ここでは ｢二兄弟｣は匿名だが､先行59節でホズとパル

ドルの復活が歌われているので､この両者をさしているのだろうか｡また

vindheimr｢風の住み処｣という用語も一見奇妙だが､やはり59節の記述に従

い.｢戦士の神々の聖域｣と称された ｢フロフト (Hroptrすなわちオージン)

の勝利の地｣の暗境と考えておきたい｡いずれにしても､vindheimr｢風の住

み処｣の第二要素heimrは ｢住み処｣､｢領域｣､｢領地｣､｢この世｣､｢世界｣な

どの複合的意味をもつが,｢二兄弟の息子たち｣が ｢住まう｣(byggia)ための

特定の占有地をさしている｡2節のheimar｢世界 (領域)｣と60節のvind-heimr
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｢風の住み処｣が対応するのはもはや明らかだ (要素 [D])｡当然,これらの

名詞と､それぞれfce∂a ｢養い育てる｣とbyggja｢住む｣(要素 [C])が相互に

連関している｡

｢過ぎし日々｣に､今は韮女である ｢わたし｣を ｢養い育て｣てくれたのは

｢巨人たち｣であったという追憶 (2節)は､神々の滅びをまねくラグナロク

の後に､｢二兄弟の息子たちが風の住み処に広々と住まうことになる｣(60節)

という未来の予言と共鳴し､語りの円環を形成している｡ちなみにburir｢息子

たち｣の単数はburrで､原古の巨人ユミルを殺害したオージン､ヴィリ､ヴェ

-の三兄弟､すなわち ｢Bu汀 (別名Bo汀)の息子たち｣をただちに連想させる｡

Burrは普通名詞で ｢息子｣の意だが､｢生まれくる者｣がその原義である (『生

と死』57)｡当然のことだが､borinn｢生まれる｣(2節)はbera｢生む｣の過

去分詞で､bu汀 ｢息子｣(複数burin:60節)もその派生語である30)｡｢過ぎし

日々｣に､｢巨人たち｣の ｢娘｣のように育てられた ｢わたし｣(mik)も同じ

表現要素に該当するだろう｡[息子 ･娘 ･未商]を一括りにして要素 [B]と

しておく｡

2節6行目の1'vi∂iをハウク本に従って1'viajur｢(九人の)女巨人｣と読むべ

きか否かについては解釈が分かれている｡ちなみにシーグルズル ･ノルダルは

前者を採用して ｢トネリコの根の枝｣と解しているが31)､近稿において､空

間的かつ時間的な複合的解釈が可能だと説いた32)｡複合語mj6tvi∂rの第2要

素vi∂rは古英語wudu(またはwidu)と同系で ｢樹木｣を意味し､第-要素nlj6tは

動詞meta｢測る｣から派生した名詞と考えられている33)｡

ユッグドラシルの ｢第三の根は天界 (himinn)に伸び広がっており｣､その

根の下にウルザル ･プルン ｢運命の泉｣があって､神々は毎日その場所で

d6mar｢数々の裁き｣を下すという (｢ギュルヴィ｣15:『生と死』219)｡した

がってmj6tvi∂rはそのように ｢運命を推し量る｣ためのhelgi-sta∂r｢聖域｣と

しての ｢樹木｣を意味しているだろう｡いずれにせよ2節では､世界の中心に

位置するvi∂r｢樹木｣と､広がりわたるr(如r｢根｣の神話的な着想を基本にし
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て､上述したように特定の種族が ｢住む｣ためのheimar｢領域｣が思い描かれ

ている｡

まさしく同一の連合が60節でも働いている｡いわゆるラグナロクの後の記

述だが,かつて世界樹の ｢第三の根｣が伸び広がっていたはずの天界は､

vindheimr｢風の住まう領域 (国)｣と呼ばれ､へ一二ルという神がその危難を

生きのびて､ 卜占のvi∂r｢樹木｣を選び取るとされる｡なぜこの神がここに登

場しているかは不明だが､ロキがvinrH(Enis｢へ一二ルの友｣と称されていた

ことからすれば (｢ハウストロング｣3&7)､｢世界の没落｣を招いた張本人と

してのロキとは対照的に,へ-ニルは新たなる世界を始動させる働きをしてい

るとみなしうる｡

異教の犠牲祭に執心するシグルズ侯のエピソードが記された｢ハ-コン善王

のサガ｣(14章)を参照されたい (『へイムスクリングラ』)34)｡場所はノルウェ

ー北部のトロンへイム､犠牲祭の時節の到来ともなれば､農民たちが食物をも

って異教の神殿に集まって来る｡この祝宴においては参加者全員がエール酒を

飲んだとされる｡馬を含めたいろいろな家畜が犠牲にされ､血はhlaut｢供蟻の

血｣､また ｢供蟻の血を撒く小枝｣はhlaut-teinnと呼ばれた｡その小枝を用いて､

偶像の台座や神殿の壁の内側と外側など､いたる所に血を撒き､また塗りたく

ると記されている35)｡したがってへ一二ルが手にしたhlaut-vi∂r｢卜占の枝｣

は､犠牲祭に供用されたhlaut-teinn｢供犠の枝｣と類似した機能を果たすもの

とみなしうる｡多分にへ一二ルが選び取ったその ｢供犠の枝｣によって､｢二

兄弟の息子たち｣がbyggja｢住む｣ことになるvindheimr｢風の住み処｣が戒い

清められたのだろう｡

いずれにせよ､2節と60節のheimr｢領域｣(要素[D])とvi∂r｢樹木｣(要素

[E])が､緊密に連合する表現要素として円環の外縁部を構成していることは

疑い得ない｡ある ｢領域｣がheimr｢居住地｣として確定されれば､当然その

地に ｢住む｣または ｢育てる｣という表現 (要素[C〕)を惹き起し､ひいては

息子 ･娘など ｢子孫 ･末商｣(要素 [B】)が栄えゆくheimr｢故郷､故地､また
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は広義での世界｣の概念を醸成するのは理の必然である｡

ⅠⅠⅠ.海 ･大地･天 ･緑

(3) Arvaralda,

[C]barerYmirbygg∂i,

[F]迎 旦Sandrng皇室迂

nesvalarunnir;

lG]jOr∂fannskaeva

lH]neupphiminn,

gaPVarglnnunga,

[Ⅰ]en宰raShvergi

(56)Serhonuppkoma

6∂rusinni

[G･F]j6r∂6ra:琴i

[Ⅰ]iaja町aena;

fallaforsar,

lH]蜘 6myar,

S丘erAfial1i

flSkaveiair.

(草)

悠遠なる時の始め

ユミルが居を構えたころ､

砂もさ毎も無かった

冷たき波も無かった

大地はどこにも日.えず

上なる天も無かった,

在りしはギヌンガ･ガプ

されど葺はいずこにも無かった｡

かの女は見る､

海中よりふたたび

とこしえに線なす

大排が浮かびくるを｡

滝はたぎり落ち､

山に棲まう

鷲が上申を飛び､

魚を狙う｡

3節では､世界が創成される以前の原初の揮沌を歌い上げている｡sa:r｢海｣

もj6r∂｢大地｣もこの世に現われてはおらず､upp-himinn｢上なる天｣も無か

ったときに､太虚ギヌンガガプのみがあったとされる (『生と死』60-62)｡

｢梅｣､｢大地｣､および ｢上天｣という宇宙を構成する基本領域を､それぞれ表

現要素 [F]､[G]､[H]に分類しておくが,いずれもいまだ非存在として言

及されている｡ましてや,｢大地｣に生い茂るgras｢草｣(要素 [Ⅰ])は ｢いず
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こにも無かった｣と歌われている｡この揮沌期に､巨人ユミルのみが ｢居を構

えていた (住んでいた)｣というのはいかにも奇妙である｡しかしbyggja｢住

む｣という動詞は､上記の60節にも用いられ､また2節 ｢養い育てる｣はそ

の `̀variant"であったことに想到すれば､疑問の一部は氷解する｡以下,基本

となる表現要素から派生した概念語を ｢変異型｣(variant)と呼ぶことにする｡

たとえば56節では､｢草｣の変異型としてiaja-Bra:nn ｢とこしえに緑なす｣が

表れている36)｡

ユミルは､ギヌンガガプに滴るkviku-dropi｢いのちの水滴｣によって生を享

け (『生と死』54-56),霜巨人の始祖となるが､やがてオージン､ヴィリ,

ヴェ-の三兄弟神によって殺される運命にあった｡そしてユミルの遺体が神請

的宇宙の ｢中核｣に位置するギヌンガガプに運ばれ (『生と死』60)､それを

原点として天地と海が創成されている｡三兄弟神､いわばBorrまたはBurr

(｢息子｣の意)の息子たちによる巨人殺害が､天地創成という大いなる偉業を

導いたことになる｡したがって60節に､二兄弟のburir｢息子たち｣という用

語が置かれていることはすこぶる象徴的だ｡｢二兄弟の息子たちが風の住み処

に広々と ..住まう…(byggja)ことになる｣(60節)という表現において､｢二

兄弟｣は先行詩節59のホズとパルドルをさすと解されている37)｡ラグナロク

の後に,死界から蘇ってきたパルドルとホズのburir｢息子たち｣が天界の然る

べき場所にbyggja｢住む｣ことを開始するとき (要素[C])､滅び去った世界が

新生することを物語っている｡すなわち56節において､zegir｢海中｣よりふた

たび ｢とこしえに緑なす｣j6r∂｢大地｣が浮かびあがってくる､と歌われてい

るように｡

｢海｣､｢大地｣､｢上天｣､および ｢草｣がすべて非存在であったという3節

の記述と対照をなし､56節では､新生をとげた世界において､これらの要素

の再生が活写的に描き出されている｡｢とこしえに緑なす｣は､先述したよう

に､3節の ｢草｣(要素 [Ⅰ])の変異語であり､鷲が ｢上空を飛ぶ｣という描

写は､｢上天｣(要素 [H])に対応している｡
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ⅠⅤ.太陽･館･豊能 ･至福 ･勝利

(4)lB]AarBurssynir

[G]bj6∂umofypp∂u,

lG]heirerMi∂宰ar∂

ma:ransk6pu',

[∫]S6lskeinsunnan

[K]益虫 steina,

[G]bA当延grund幽

[Ⅰ]?aenumlauki.

(61)[K]Satserhon呈出

lJ]S61ufegra,

gullibak∂an,

lH]丘 imli;

t)arskuludyggvar

lM･C]dr6ttirbyggja

okumaldrdaga

lL]ynaisnj6ta.

ついにブッルの息子たちが

十塊を持ちとげた､

彼らは栄えある

ミズガルズを造った者たちだ｡

南より太陽が輝き

盟の石を照らし､
ちのおも

かくして地表には

緑の葺が年い茂った｡

かの女 (盛女)は見る､

太陽よりもうるわしく

黄金に葺かれた盟良三

ギムレ一に建てるを｡

そこには真正なる

戦士たちが件まい

とこしえに至福を

享受するのだ｡

4節の第1行に見えるBurrの息子たちは､むろんオージン､ヴィリ､ヴェ-

の三組神をさしているが､『散文のエッグ』で用いられるBo汀 (｢ギュルヴィ｣

6&9)の代わりに､あえてBurrの名が使用されたのは､60節に置かれた ｢二

兄弟｣のburir｢息子たち｣との対応を意識してのことだろう｡すなわち特定の

選ばれた ｢領域｣に或る者たちが ｢居住する｣という詩的イメージが,円環の

内部にまで連結している｡その意味では神々によって指定された ｢人間の居住

地｣としてのミズガルズは､いわば ｢住む ･領域 ･大地｣という表現要素
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[C･D･G]の複合概念であるともいえる (『生と死』58-9)｡

4節2行目のbj6∂ ｢土塊｣という語は､ドロンケによれば､その他五つの用

例から推して､｢海の傍らにあるか､もしくは海から隆起してくる土地｣をさ

す詩語であったとされる38)｡原古の巨人ユミルのhold｢肉｣から ｢大地｣が造

られるという神話には (｢グリームニル｣40)､死せる者の ｢肉塊｣と ｢土塊｣

との強烈なアナロジーが潜んでいる､と説いたことがある39)｡｢ブッルの息子

たち｣いわゆる三組神がこの ｢土塊｣をyppa｢持ち上げる｣という行為が大地

の創成を導いている｡いわば ｢海中から大地が｣の変型的モチーフだろう｡拙

著で次のような説明を与えた｡

- (前略)-ミズガルズ(Mi∂gar∂r)は､｢世界の中心｣に位置する人間の

居住地である｡3節の虚無なる時代とはうって変わって､大地に降りそそ

ぐ陽光と生い育つ｢緑の草｣が描かれている｡｢草｣はlaukrと表記され､薬

草､より厳密には｢大蒜｣を意味している｡ニンニクは豊陵と幸運のシンボ

ルであると同時に､災厄を撃退すると信じられていた40)｡- (中略)-

いずれにせよ､上の詩歌において､創成された人間世界ミズガルズを守護

するものとして ｢緑の草｣を思い描くべきだろう｡注目すべきことに､生

命の相源地としての ｢地表｣(grund)と草が ｢生育する｣(gr6a)さまを示

す動詞､ そして豊暁の色としての ｢緑｣ (gr(fnn)が頭韻を踏んでいる

(『生と死』45)｡

4節の ｢南より太陽が輝き､館の石を照らす｣という表現は,｢太陽よりも

うるわしく､黄金に葺かれた館｣がギムレ一に建つという61節の表現と対応

している｡いわば ｢海中から大地が｣(要素[G･F])のイメージを引きずりな

がら､S61｢太陽｣とSalr｢館｣の連想を打ち立て (要素[J･K】)､｢緑の草｣(要

素[I])がgr6a｢生育し繁茂する｣さまを描いている｡緑の草が ｢繁茂する｣に

対応する表現要素は次の59節にも認められ､｢種まかずとも｣穀物はvaxa｢育
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つ｣だろうと記されている｡

(59)Munu6sanir

lL]akrarvaxa,

b8lsmumallsbatna,

Baldrmumkoma;

lc]bt3abeirH6arokBaldr

lL]Hroptssigt6ptir

[M]vi地

Ⅵtu∂erenn-e∂ahvat?

種まかずとも

婁皆物は育つだろう-

ありとある災厄が吉に転じよう､

パルドルは来たらん｡

植らホズとパルドルは､

戦死者の神々の聖域なる

フロフトの勝利の地に拝む｡

おのおの方､さらに知るや､それとも如何に?

パルドルとホズがかつての敵対関係を解消して､フロフトのsig-t6ptir｢勝利

の地｣に平和にb血｢住む｣とされる (要素 [C])｡Hroptrは ｢呪言 ･託宣の神｣

の意で､オージンの別名である｡パルドルの冥界下降とその蘇生は､｢種まか

ずとも穀物は育つだろう｣と歌われているように､大地に緑なす豊陵力がよみ

がえることを象徴している｡パルドルと､その仇敵であったホズの蘇生､それ

は積年の敵意と不和の解消を象徴し､ラグナロクにおける多くの犠牲によって,

｢平和と豊陵｣の時代が再来することが予言されている(『生と死』314)｡上の

詩歌では､穀物が ｢育つ｣ことと災厄がbatna｢吉に転ずる｣ことが平行関係

に置かれ､ひいてはsig｢勝利｣の概念をも導いているように見える｡｢豊陵 ･

勝利 ･平和｣を要素 [L]として定位しておいた方がよさそうだ｡というのも､

すでに詳説したように､｢豊鰻と平和｣は､ヴァン神族の主神ニコルズと息子

フレイが司る密接不可分な特性であったからである (水野1998)41)｡

そうすると先の61節で､｢真正なる戦士たち｣が死後､至上天のギムレ一に

｢住み｣､とこしえに享受するyn∂i｢至福｣(幸福と快楽)は､要素 [L】の変異

型と考えられる42)｡ラグナロクのとき､魔物スルトによって世界が焼き尽く

され､天と地が滅び去っても､ギムレ-のみは不滅だという (｢ギュルヴィ｣
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17)｡｢すぐれて勇敢にして信義あつき人｣のみが選ばれて赴く天の楽園を義

象している (『生と死』226)｡59節の ｢戦死者の神々｣と61節の ｢真正なる

(または有徳の)戦士たち｣の語句は､したがって緊密に対応している (要素

[M])｡いわば選りすぐった戦士のみが､至上天のギムレ一に召され､永遠の

｢至福｣に授かることと相関的に､ホズとパルドルは ｢すぐれた戦士｣として

選び出され (『生と死』205)､冥府からの復活をはたし､かつてオージンが治

めた｢フロフトの勝利の地｣に住む至福を得ることになるのだ43)｡

Ⅴ.太陽･月･星々
(5)[J]王迫!Varpsunnan,

lN]sinnimina,

hendiinniha:gri

[H]umhiminj6∂ur;

Saibatnevissi,

[J･K]hvarhonsalidtti,

[0]stj6murbatnivissu,

hvarba:rsta∂iittu.

[N]⊇追出batnivissi,

ともがら
空をゆく月の友輩なる

太匿が､南より

天の縁のまわりに

その右手を投げかけた｡

太盟には知る由もなかった､
いすこ

おのれが何処に館をかまえるかを｡

星生には知る由もなかった,

おのれたちが何処にとどまるべきかを｡

且には知る由もなかった､

hvathann幽 dtti,おのれの持てる11が如何なるものかを｡

4節と61節に対応例がみられた ｢太陽と館｣の連想法は､5節に継承され

ている (要素 [J･K])｡さらに ｢天の縁｣という要素[H]の変異型が見られる

が､その連想は容易い｡従来,後半行については疑問が投げかけられてきた｡

たとえばU･ドロンケは､5-10行について ｢前後の脈絡がよくない｣ことを

根拠に､｢この部分は原詩には無かった｣と判断している44)｡しかし､｢星々

には知る由もなかった､おのれたちが何処にとどまるべきかを｣という表現は､

54節の ｢天からは輝く星々が消え失せる｣と明らかに対応しており､太陽が

88



｢天の縁のまわりにその右手を投げかけた｣という表現は,｢太陽が黒ずみ｣

(54節)という言い回しと対照をなす｡詩人が円環詩法を駆使していると考え

れば､5節5-10行を原詩から絶対に除外するわけにはいかない｡上記の ｢王

室写本｣とは異なり､｢スノッリのエッグ｣写本では､8-10行において､

｢星々｣と ｢月｣に関するそれぞれ二行が入れ替わっており､S･ノルダルは

その方が本来の順序とみなし､その場合､星々に関する最終二行は ｢真っ先に

省かれてしかるべき｣と断言している45)｡だが､上述の円環詩法の見地に立

てば､この説も成立しえないと思う｡

太陽が ｢何処に館をかまえるか｣､星々が ｢何処にとどまるべきか｣(直訳す

れば ｢場所を占める｣)を,それぞれ ｢知る由もなかった｣という表現の意味

内容はよく似ている｡それに対して､月についてのみ､｢おのれの持てる力が

如何なるものかを｣知らなかったと記され､語りの口調が明らかに異なり､格

別の趣意が払われている｡ここでいうmegin｢力｣は､｢秘められた魔力｣を意

味している｡すでに卑見を示したように､この世の生と死と運命を支配する月

の ｢魔力｣という古来の信仰または思想が､｢題女の予言｣の語りの底流に脈

打っている46)｡したがって上記の後半の詩行において､擬人化された太陽､

星々､そして月が､それぞれ自分の ｢館｣､｢占めるべき場所｣､および ｢持て

る力｣を知らない､という語りの連続の中で､やはり ｢月の魔力｣にまつわる

示唆的な二行が詩節の最終に置かれて然るべきだろう｡そこで､mini｢月｣を

要素[N]､stj6rnur｢星々｣を要素 [0]に区分しておく｡太陽に与えられた

sinnim畠na｢空をゆく月の友輩｣または ｢月の旅仲間｣という呼称は､天を運

行する両者の不可分な関係を想定できる｡月と太陽は､同じMundilfari(また

は-fari)を父とする兄妹とされるが (｢ヴァフスルーズニル｣23& rギュルヴ

イ｣ll)､その父についての詳しい伝承は残されていない (但し､拙論参照)

47)○

(54)[J]S61t6rsortna. 太陽が黒ずみ
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[G･F]S申叫 大地が海中に治する､

lH]hverfaafhimni 天からは緩く早々が

[o] hei∂ars申mur; 消え央せる｡

ge.sareimi 火煙といのち育五鼠ま

[P]okaldrnari, 猛りたち､

leikrhArhiti 熱火が高々と舞い

[H] vi∂出血 sjalfan.云そのものと戯れる｡

既述したように､54節の ｢太陽が黒ずみ｣は､4節の ｢南より太陽が輝き｣

および5節 ｢太陽が南より天の縁のまわりにその右手を投げかけた｣の表現と

好対照をなす｡そして､｢大地が海中に没する｣という表現は,｢ブッルの息子

たちが土塊を持ち上げた｣(4節)という天地創成の語りと対照をなし､加え

て､｢海中よりふたたびとこしえに緑なす大地が浮かびくる｣(56節)という､

ラグナロク後の新しい世界の創成の語りと共鳴している (要素 [G･F])｡54

節に､太陽と星々の消滅を語る言葉があるのに,月に関する直接的言及がない

ので対応が不完全ではある｡

ⅤⅠ.支配神 ･来臨する･裁きの座

(6)[Q･R]p孟genTEuregin611

lS〕孟r6kst61a,

ginnhei16ggoa,

okumbatga:ttusk;

nittokniajum

nOfnofg丘fu,

morginhitu

okmiajandag,

ndornokaftan,

そこで支配神たちは､

いとも神聖なる神々は､

みなひとし<裁きの序に走トき,

その一件で協議をかさねた｡

夜とその子孫たちに

名を与え､

朝と真昼

午後と夕べに

名を与えて､
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丘mmattelja. 年月を数えられるようにした｡

[62H][Q･R〕PAkemrinnnti そのとき､かの強大なるもの

lS]atregind6mi 力猛きものが上天より

8flugrofan, 崇高な裁きの庭に降りてくる､

Sまer611ur壬ear. それは万物を支配する方だ｡

6節の前半4行 ｢そこで支配神たちは､いとも神聖なる神々は､みなひとし

く裁きの座に赴き､その一件で協議をかさねた｣という表現は､9節､23節､

25節の前半行でも繰り返されている｡しかし円環詩法の観点からみれば､｢ハ

ウク本｣に掲載された62H節が照応するだろう｡ただし､｢ハウク本｣のみに

記されたこの四行詩を､r盛女の予言｣の刊本に挿入すべきか否かについては

大きく議論が分かれている｡たとえば､写本相互の時代考証を進めたシーグル

ズル ･ノルダルは､この詩行は12世紀の初め頃には ｢盛女の予言｣の中の､

｢ハウク本｣に位置を占めていたと結論づけている48)｡その一方､K･フォ

ン･ゼ-のように､62H節は､｢北欧神話の終末論の意味内容とは無縁で､純

然たるキリスト教的な所産｣であり49)､｢盛女の予言｣の原テクストには存在

しなかったと主張する学者も多い｡だが､rok-stall｢裁きの座｣にganga｢赴く､

やって来る｣異教の神々と､regind6mr｢崇高な裁きの座｣に上天よりkoma

｢降りてくる｣主なる神が､対応することは一目瞭然である｡あわせてregin

｢支配神｣やgimi ei16ggo∂｢いとも神聖なる神々｣という表現句 (6節)は,

innriki｢かの強大なるもの｣(62H節)と対応するのも自明であろう｡いわば

｢支配神｣(要素[Q》 が ｢来臨して｣(要素[R])､｢裁きの座｣(要素[S])に就く

という共通の主題が歌いこまれているが､複数の異教の神々 (6節)とキリス

ト教の唯一神 (62H節)の来訪､という意図的な対照関係が打ち立てられてい

るようだ｡

｢力猛き｣と訳出した原語は､人間創成に関与した三神の形容詞と同じ
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6flugrだが (17節)､ここではあたかもキリスト教の唯一絶対神を表わすかの

ように単数である｡その意味では,これを後代の所産とみるドロンケなどの推

定に傾聴すべきかもしれない｡しかし,この詩行は ｢ヒュンドラの詠歌｣44

節 (または ｢盛女の予言短詩｣最終15節)と意味内容において共通した響き

があるのも事実だ｡

そのとき､さらに別の

強大なる方がやって来る､

わたしは敢えてその名を

あげることはしないが｡

オージンが狼と

対決することになるが.

いまやそれよりも遠くまで

見通す者はほとんど居まい｡ (｢ヒュンドラの詠歌｣44)

オージンと狼が ｢対決する｣という言句は､来るべきラグナロクをさしてい

る｡いわば神々が滅び去るあとの世界を ｢見通す｣ことは誰にもほとんど不可

能だと語る一方､前半四行で,｢さらに別の強大なる方｣の出現を予言してい

る｡この匿名の神は､前後の文脈から考えて､キリストではなく､へイムグッ

ルをさすという説もあるが50)､依然として決着がついていないようにみえる｡

一般に ｢盛女の予言｣は､キリスト教が浸透しはじめる10世紀末から11世

紀初頭に生きた詩人によって創作されたとされるが51)､14世紀の前半に記録

された ｢ハウク本｣の編者 (HaukrErlendsson:1334年没)にとっても､なお

古来の円環詩法が意識されていたことを示している｡いずれにせよ方法論上､

上記の要素 [Q･R･S]を統合して､新たに ｢神々の会議｣の表現要素 [T]

を設けておいた方がよさそうだ｡というのも､この要素 [T]が､続く7節で

はⅠ∂av61lrという名の ｢聖なる野｣に集う神々のモチーフに変異 (Variantion)
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させられているからである｡

vu 神々が避遊する･イザヴオツルの ｢野｣

(7)[T]Hittuskがir アースたちは

lU]丘Ⅰ∂avelrl, イザヴォ､ソルに耕涼し､

beirerh6rgokhof祭壇と神殿を

hatimbru∂u･,

afla16g∂u,

au∂smi∂u∂u,

tangirsk6pu

okt61ger∂u.

(57)[T]Finnask∈esir

[U]孟I∂avelli

okummoldbinur

m孟ttkanda=ma

okminnazbar

lV]Amegind6ma

ok孟Fimbultis

lV]fornarrdnir.

壮大に築きあげ,

幾つもの鍛冶場をもうけ､

宝物を鍛えあげ､
やっとこ
金鉄を造り､

そして数ある道具を仕上げた｡

アースたちは

イザヴォッルに邦涼し､

そして力猛き

大地の帯 (ミズガルズ蛇)のことを語らう｡

そこで思い出されるのは､

愚怖すべきi軍命的な出来事､

そしてフイムブル･チュール (偉大なる神オージ

ン)の
ル-ン

古 き秘結のことども｡

イザヴォッルの意味については､｢光輝の野｣､｢活動の野｣､または ｢絶え間

なく再生される野｣など､種々の説が提示されてきたが52)､この第二要素V611r

｢野｣の各用例を調べると､血で血を洗うような ｢激闘の野｣の意味合いがあ

ることが分かった (拙論参照)53)｡｢祭壇と神殿｣を築き､さらに鍛冶場をも

うけて道具を作ったというからには､アース神たちは霊的に世界を支配するた
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めの活動と労働を開始したと読める (｢略註｣32)｡この野に集ったアースた

ちが ｢祭壇と神殿を壮大に築きあげ､幾つもの鍛冶場をもうけ､宝物を鍛えあ

げ｣たと記され (7節)､労働にいそしむ様子が描かれている｡まさに同じく

57節では､アースたちがイザヴォッルに ｢集結する｣とき､それはかつて天

地創成をなしとげた神々の所作を､｢ラグナロクを生きのびた者たち｣が模倣

することを意味している｡拙著で命名したように ｢語りの円環構造｣の典型例

である (『生と死』313-15)｡

｢神々が避追する｣場所が､ほかならぬイザヴォッルという ｢神聖なる野｣

(要素 [U])であるという共通の主題は,先述した ｢神々の会議｣(要素 [T])

の変異型とみなしうる｡ラグナロクを生き残るアースたち､あるいはその後に

冥府から蘇生したパル ドルやホズたちが (『生と死』313-5)､数々の

megind6mar｢畏怖すべき運命的な出来事｣を想起するとき､神話的な時間は

始原のときに回帰してゆくことになるだろう｡というのも,その時､彼らはフ

イムブル ･テユール (｢偉大なオージン｣)が語った ｢古き秘蹟｣を ｢思い出す｣

というのだが､fomarrdnir｢古き秘蹟｣の数々は､オージンの求めに応じて丞

女自身が語り出したfomspj611｢古言｣(1節)とほとんど類義的であるから｡

先述したごとくmeginddmarの第一要素meginは､月に ｢秘められた魔力｣

(5節)の意味で用いられていた｡この用語はd6mar｢数々の運命的な裁き｣

と不可分な関係に置かれており､その ｢古き秘蹟｣を告知する者が予言神オー

ジンあるいはその神威を身にまとった盛女と考えられていたように思える｡そ

の意義を重視して､生と死と運命を支配する月の ｢魔力｣とそれにまつわる

r古言と予言｣のモチーフを要素 [Ⅴ]に一括しておこう｡

神々といえども,神殿の建築その他の労働の後には,休息または ｢気晴らし｣

(skemtun)が必要だ｡そこで次のような詩節が続く (『生と死』209)｡

Vm 草地 ･黄金の駒 ･ゲーム･異人たちの来訪
トウーン

(8)[W]Tefldul'tdni, 彼らは畢なる草地にて解戯に打ち興じた｡
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,teitirv丘m,

varbeim vettergiS

[Ⅹ]Vant6rgulli,

unzbrjdrkvまmu

[Y]bursapeyjar

点m釦tkarmj6k

6rJ6tunheimum.

(58) barmunuef【ir

undrsamligar

[Ⅹ]gullnar18nur

lW]l'grasirlnnaSk,

t)だrSl'irdaga

ittarh8fau.

-たのしみ熱中した一

彼らにとり畳金製のものに

不足することはなかった｡

おそろしく頑強な

三人の巨人の娘たちが､

ヨトウンへイム (巨人の国)から

やって来るまでは｡

そこでふたたび

草むらのなかに

不可思議な

昔金のチェス駒が見出されよう､

それらは過ぎし昔に
うから
神の族の持てしもの｡

アースラ･ドロンケによれば､神々のチェス遊びは､｢もろもろの出来事を

遠隔操作すること｣を意味しており､この場合､｢天体の運行によって､世界

の前途洋々なる運命を椎持するための儀礼的なゲーム｣であると解し､｢その

ゲームの戦闘的な要素は､ 卜占より発達したものであろう｣と注釈を与えてい

る (『生と死』210)54)｡この説を承けて拙著で次のような補説を加えた｡

レジス ･ボワイ工の訳著によれば､トウ-ン (草地)について､｢囲わ

れた不可侵の牧草地｣と定義されている｡ヴァイキング時代には､農場の

｢母屋の入り口前方に広がり､馬､牛､あるいはとくに冬至の祝祭 (ヨー

ル)に犠牲として捧げられた豚などの家畜を飼育した｣とされる55)｡こ

のトウ-ン (tin)がドイツ語Zaun｢囲い､柵｣や英語town｢町｣(古毒は

｢囲われた村落｣)と同系であることは､よく知られている｡｢黄金梨のも
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のに不足することはなかった｣と記された､まさに黄金時代において､

神々は盤戯に熱中していた｡それに先立ち､彼らは､すでに ｢祭壇と神域｣

(7節)を築いていたのであるから､その神聖なる場所にて犠牲祭をも執

行したのだろう｡しかし､｢おそろしく頑強な､三人の巨人の娘たち｣が,

｢不可侵の牧草地｣(トゥ-ン)に侵入してきたとき､原古の楽園時代はま

さに終蔦を告げることになった､と読める (『生と死』211)｡

この8節が後半部の58節に対応することは明らかだ｡｢草むらのなか｣から

｢黄金のチェス駒｣が見出されたというのも､神聖なるトウ-ンにて神々が盤

戯に打ち興じ､黄金製のものに不足することがなかった (8節)､というあの

黄金時代に語りが連結されてゆくことを意味している (『生と死』314)｡神々

が ｢聖なる草地｣にてtefla｢盤戯に打ち興じた｣ことと (8節)､ラグナロクを

生きのぴた神々がgras｢草むら｣の中に黄金のt6flur｢チェス駒｣(tafla｢チェス

(またはチェッカー)の卓盤｣の複数)を見つけたという記述 (58節)は明確に

対応している｡｢黄金｣または ｢黄金の駒｣を要素 [Ⅹ]としておく｡｢聖なる

野イザヴォッルでの神々の避追｣を歌った7節と､8節の ｢草地での神々の盤

戯｣(要素[W])のテーマが､V611r｢野｣とtdn｢草地｣の聖性を媒介にして連

結され､同時に詩歌の後半部57-58節と緊密に対応 ･共鳴し､円環を構成し

ている｡ただし､8節の ｢三人の女巨人の来訪｣に該当するモチーフは､少な

くとも54-62節には見当らない｡｢おそろしく頑強な｣という形容句からして

も､黄金時代を終鳶させた ｢恐るべき異人たち｣の来訪 (要素 [Y])として､

より広義に捉えた方がよさそうだ｡ここで仮定した要素 [Y]の対応例は､同

心円状の円環構造の内部においても数回認められる｡あたかも詩歌の中核の主

題に潜入するための導きの糸であるかのようだ｡

Ⅸ.神々の会議 ･株儀の創成と没落

(9)[Q]そこで青配神たちは､ (10)こうしてモーズソグニルが
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いとも神聖なる神々は､

[R･S]みなひとしく裁きの序に赴き､

その一件で協議をかさねた｡

いったい誰が

プリミルの血と

ブ ラ-インの四肢の骨から､
こぴと うから

[Z]侠 儒 たちの族を遣るべきかと｡

ありとある侠儒のなかでも

最も高名を馳せる者となり､

それに続く者がドゥリンだ｡

[G]彼らは十をもって

かの侠儒たち,いわはしの似姿を

[Z]数多くこしらえた､

ドゥリンが語ったように｡

(49) アースたちはどうなるのか?

妖精たちはどうなるのか?
どよ

ヨトウンへイム (巨人の国)の全域が響めき立ち､

[T]アース神 た ち は会議の 席 に つ く｡
こぴと

【G･Z]岩壁の領 有 者 なる侠儒 た ち は､

[G]岩旦壷の前にて

うめき声を発する｡

おのおの方,さらに知るや､それとも如何に?

9節の前半四行は､｢支配神 (要素[Q〕)が来臨して (要素[R]),裁きの座

(要素[S])に就く｣という6節にも提示されたリフレーンである｡すでに次の

ような註釈を付した｡

9節の前半の四行は､6節と23節および25節の前半部と同じ繰り返し

文である｡たとえば ｢年月の換算｣の方法を決定したり (6節)､｢アイシ

ルが罪科を負うべきか否か｣を討議する (23節)､といった神界の命運を

左右する重要な局面で､このリフレーンが用いられていることは注目に値

する｡同一のリフレーンをもった侠儒族の創成の語りもまた､ユミルの殺

害と世界創成に続く､宇宙論的な意味を有するものとして捉えるべきだろ
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う｡端的には､次節にみるように､｢人によく似た姿｣をした多くの侠儒

を造るという神々の創造行為を導いている (水野2004)56)｡

10節については,j6r∂｢土｣(要素 [G】)を用いてmann-1lTkan｢人の似姿｣

をした株儒たちを ｢数多くこしらえた｣,という記述に着目しておこう｡創成

神の名は明示されていないが､あたかも人間の創成 (17-18節)のための予

備的な作業に関与しているかに見える(｢略註｣34)｡神々による ｢侠儒の創成｣

を要素 [Z]に分類しておく｡｢イーヴァルディの息子たち｣やブロックとシ

ンドリの兄弟など､侠儒は鍛冶屋の特性を有する者として描かれている57)｡
やつとこ

その意味では ｢鍛冶場をもうけ､宝物を鍛えあげ,金鉄を造り｣(7節)とい

う語りとの連続性を有する｡一般に10-16節の侠儒の系譜 (bula)は､後代

に挿入付加されたとも説かれ､少なくとも1節が原詩から脱落したとされる

58)｡いわゆる ｢原詩｣の作者は､卑見によれば,円環詩法に則っていたと推

定しうる｡これを前提にすると､49節を除けば,詩歌の後半部で株儒に関す

る詩節が見当らないので､その解釈は妥当であるように見える｡
こぴと

｢岩壁の鏡有者なる侠儒たちは､岩の扉の前にてうめき声を発する｣という

詩行は､前後の脈絡からみて､9-10節の ｢侠儒の創成｣とはまさに正反対の

｢株偶の没落｣を物語っている｡要素 [Z]の変異型と言えようか｡またvegg-

berg｢岩壁｣やsteinn-dyrr｢岩の扉｣は､単に侠儒の ｢隠れ処｣を暗示するだ

けでなく､侠倭を創成した素材 (10節)としての ｢土｣(要素 【G])に対応す

ると思う｡神々が ｢裁きの座｣について ｢協議をかさねた｣ことを語る､例の

4行から成るリフレーン (要素 [Q･R･S])が､ここでは ｢ア-ス神たちは

会議の席につく｣という1行に短縮されている｡迫りくるラグナロクを前にし

て､緊急に召集された神々の最後のbing｢会議｣(要素[T])であるかにみえ

る｡

Ⅹ.三人の異神たちの来訪 ･海の木･人問の創成･世界の滅び
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続く17節の ｢これらの "種族"または "集団''(lib)｣について､シーグル

ズル ･ノルダルは,4節の ｢ブッルの息子たち｣と7節 ｢アース神たち｣をさ

すと解しているが59)､その場合､三名のアース神たちが ｢アース神たちを離れ

て｣旅立ち､｢とある家 (居宅)をめざして進み出た｣､という一文は読解不能

をきたすと思う｡｢これらの種族｣はやはり株儒族をさすとみなすべきだろう｡

(17)Unz睦 kvamu

lY]6rbvl'li∂i

迦 ok丘stkir

だSirathdsi,

[F]fundu丘幽 皇

Il'ttmegand呈

[E]AskokEmblu

[Ⅴ]6r16glausa･

(48)[E･F]坦 ferraustan,

kQQamunuMuspel!s

oflag19air,

en辿 stirir;

farafl'nmeglr

meafrekaallir,

[Y]beimer幽辻
BやIeistsl'f6r.

これらの挿榛を離れて､

ついには三名の力猛き､

そして恵み深きアース神たちが

とある家をめざして進み出た｡

陸 (梅の辺)にて彼らは､

アスクとエムブラという

力弱きもの

運命を知らぬものを見出した｡

血が東より渡りくる,

ムスぺッルの民が

海をこえて来るだろう､

そして旦主が舵取りをつとめる｡

荒れすさぶ者どもが

狼とともに総がかりで攻め寄せる､

ピューレイストの訂.弟も

その遠征に加わっている｡

17-18節によれば､アスクとエムブラという最初の人間を創成したのはオ

ージン､へ一二ルおよびローズルの三神であった｡ところが､rギュルヴィの

幻惑｣9章では､Bo汀の息子たち､すなわちオージン､ヴィリ､ヴェ-の三見
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弟がsa3VarStr6nd｢海辺｣を歩んでいたときに見つけた二本の木からAskr(トネ

リコ)とEmbla(稔か?)という名の男女を創成したとされる｡異伝の語りの

相似性を重視すれば､17節5行目のlandも同じく ｢海辺｣と解しうる (拙稿参

照)60)｡アースたちは､｢とある家をめざす｣旅の途上で､｢力弱きもの｣とし

ての木々を見出したのだ｡ちょうどへイムグッル神も､まずはsj6varstr6nd｢海

辺｣をさすらった後に､人里を訪れ､奴隷､農民､王侯の始祖となったという

神話と相似的である (水野1998)61)｡リーグと名乗ったへイムグッルが最初

に訪れた夫婦の ｢家｣がhds(｢リーグの物語歌｣2),二番目の夫婦の ｢屋敷｣が

hall(同14節),そして三番目の夫婦の ｢館｣がSalr(26節)と表記され､後になる

ほど夫婦は裕福であり,それぞれの居宅にて奴隷､農民､候の始祖が誕生して

いる｡17節4行目のhdsについて､ドロンケは一種のprolepsis｢予期的賛辞｣

とみなし､｢やがて住むことになる土地｣を表徴していると解しているが62)､

如何であろうか｡少なくともそれは､人間の始祖としてのアスクとエムブラが

住むことが予定されている ｢比較的質素な家｣(his)ではあっても､｢神の住

む館｣(h611やsalr)の意味ではあるまい｡

48節2行目の用語を､ムースぺッルと長母音で読んだ場合には ｢口舌による

滅び｣を意味し､ムスペッルと短母音で読めば､｢世界の滅び｣の意味になる｡

ちなみにシグルズル ･ノルダルその他は前者を採用し､アースラ･ドロンケそ

の他は後者の読みを採っている63)｡拙著ではMuspellと読む後者の説に従い､

次のように績説した｡

原初のとき､南方には炎熱世界としてのムスペッル(｢世界の滅び｣の意)

が在ったとされ､スルト (｢黒きもの｣)という魔性の者がその領域を守護

しているという｡最終的には､｢炎の燃え立つ剣｣を手にしたこの者が

神々を滅ぼし､世界をすべて火で焼き尽くす､と予言的に語られている｡

- (中略)-ムスぺッルという名の語源を ｢口による滅び｣(その場合､

ム-ズスペッル)と解し､南方から次第に浸透してくるキリスト教の ｢説
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教｣によって､異教の神々が滅ぼされることを暗示している､と解する学

者がいる64)｡実に興味深い説ではある｡ここではムスペッルは領域名だが､

｢ムスぺッルの民｣(｢盛女の予言｣48)あるいは ｢ムスぺッルの息子たち｣

(｢ロキの口論｣42)という語句があることからすれば,個人名または集

団名にもなりえたとみえる｡神々を滅ぼす ｢ムスペッルの民｣を率いる水

先案内をつとめる者はロキであることが予言的に語られている｡- (中略)

- [なお]､ピューレイストは ｢嵐を起こすもの｣または ｢嵐と稲妻｣の

意に解されているが65)､特定の神話が残されていないのでその正体は不明

である｡ヘルプリンディ(｢冥府における盲目の者｣の意)とともにロキを

ふくめた三兄弟を構成している｡主神オージン､ヴィリ､ヴェ-の三兄弟

と本来はより明確な対照をなしていた可能性がある (『生と死』50-53)｡

最後の一文を添えた根拠は､協同で巨人ユミルを殺して宇宙を創成した三兄

弟神がオージン､ヴィリ､ヴェ-であるのと対照的に､ロキが ｢盲目｣のホズ

を唆してパルドル殺しを実現し､最終的にピューレイスト､ヘルプリンディと

ともに三兄弟が出揃うことによって世界の滅びをまねく大勢力となったという

語りを想定できるからである｡その場合､｢盲目｣のホズは､ヘルプリンディ

｢冥府の百着｣の名と対応し､またパルドルとの結婚を望んだ狩猟女神スカジ

(｢闇と死｣の意)の特性を反映し､加えて､パルドル殺害の悲劇を見たときに

胸中に ｢損害,災難｣(sca∂i)を看取した ｢片目｣のオージンの神威を投影し

ている､と説いた (『生と死』306)｡

一般に､rピューレイストの兄弟｣(48節)はロキと同定されているが66)､

上記の卑見に立てば､オージンやホズとの共通特性が認められるヘルプリンデ

イをさすと解した方がはるかに合理的となる｡｢これらの種族 (侠儒たち)香

離れて｣旅立った三名のアース神が､海辺に漂着した流木から最初の人間を創

成した話と､ロキが ｢舵取りをつとめる｣船に乗って､｢ムスぺッルの民｣が

神々や人間を滅ぼす軍勢となって ｢海をこえて来るだろう｣という予言は､明
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確な相関関係に置かれうる｡侠倭のIi∂｢種族｣(14と17節)とムスペッル

のly∂ir｢民｣(ly∂rの複数)の意味的対応に加えて､ここでロキが先導を務め

ているkj611｢船｣は､詩作上の常套表現として ｢海の木｣(古ノルド語sa:-tr6古

英語sa3-Wudu)と捉え直すことができる (拙論参照)67)｡したがって,魔の軍

勢を乗せた ｢海の木｣なる船が､｢海辺の流木｣(要素[E･F])から創成された

人間の種族を滅ぼすという神話は実に皮肉めいている｡いわば､船によるムス

ぺッルの軍勢の襲来は.人間創成神話のアンチテーゼの意味を有し､結合要素

【E･F]の変異型と解しうる｡

そして､6flgir｢力猛き｣三名のア-ス神の遍歴を語る17節と､ロキをふく

む ｢三兄弟｣とその一統のffflmegir｢荒れすさぶ者ども｣の襲来を告げる48節

は､詩歌のなかで円環を構成していることは疑いない｡前者のグループは人間

の創成に関与し､後者の集団は神々と人間の種族を葬り去るべく出現している｡

先述したように,黄金時代の終窓を導く r三人の女巨人の来訪｣と同一の図式

に基づいており､広義での ｢三名の異人 (または異神)の来訪｣(要素【Y])の

変異型と解しえよう｡生と死､または創造と破壊の神話的テーマは､拙著でも

繰り返したように､表裏一体であったからである (『生と死』274-75その他)

68)｡興味深いことにロキ自身が.｢ムスぺッルの息子たち (synir)｣がミュル

クヴィズ (｢暗き森｣)を馬に乗って襲来することを予言しているが (｢ロキの

口論｣42)､これも構造的には ｢ポッルの息子たち (synir)｣が二種の木から

人間を創成したという記伝 (｢ギュルヴィ｣9)と好対照をなすだろう｡

ⅩL 世界樹･水(露･泉･海)･運命･へイムダッルの聴覚･オージンの視覚
(19)基盤veitekstanda わたしは知っている､ユツグドラシルという名の

[E]heitirYggdrasill, トネリコの巨樹が､

h孟rba∂mr,ausinn ほの白くよどむ水に濡れて

la]hvl'taauri. 響え立っていることを｡

Paaankomad6ggvar,そこから数知れず露が生じ
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ba:rsl'dalafalIa,

lI]stendr星yfirg匹星⊇丑

[b]Ur∂arbnlnni.

(45)LeikaMl'mssynir,

[b]enmj6tu∂rkyndisk

atinu由地

lc]Gjallarhomi;

hdttblaSHeimdallr,

homer孟lofti,

mzelir(う∂inn

[e]vi∂Ml'msh6fu∂.

SkelfrYggdrasils

[E]askrstandandi,

ymiritaldnaIre

enj6tunnlosnar･

それらは落ちて谷間へ降りてゆく､

ウルズの泉の上には

大樹がつねに緑なし奪えている｡

ミームの息子たちは遊びに興じ､

ついに運金が点火される､

鳴りわたる

ギャラルホルン (｢鳴り響く角笛｣)に応えて｡

角笛を空にかざし､

へイムグッルは高らかに鳴らす､

ミーム (≡-ミル)の頭と

オージンは語り合う｡

聾え寸つトネりコ

ユッグドラシルは打ち震える､

その老木は坤吟の声を発する､

して巨人は解き放たれる｡

19節の ｢ほの白くよどむ水に濡れて｣という語句は､｢数知れず露が生じ｣

という表現と共鳴し合っている｡原初の虚無ギヌンガガプに落ちて､やがて巨

人ユミルと原牛アウズフムラを生んだ ｢いのちの水滴｣(kviku-dropi)を連想
コスモゴニー

させる (『生と死』54)｡拙著で詳論したように､北欧神話の宇宙創成論では.

泉､河川､霜､氷､水蒸気､水滴､あるいは乳の川など､総じて変容する ｢水｣

のイメージが連続していた (『生と死』46-56)｡そうすると､19節の ｢ほの

白き水 ･露 ･泉｣などの語句は､｢水｣(要素[a])に一括しておいた方がよさ

そうだ｡｢いのちの水滴｣から生まれたユミルは､霜巨人の始祖である｡彼が

｢眠っていて汗をかき｣､その左腕の下から霜巨人族の男女が生まれたという｡

19節の ｢水｣の表現要素と､45節 ｢巨人は解放される｣の一文は連関しうる
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かもしれない｡世界樹の根元にあるウルズのbrunrr泉｣が､次の20節ではsa:r

｢海｣と表記されている｡前者は ｢海｣(要素[F])の変異型とみなしうるが

(水野1998)69)､むしろ広義での ｢水｣のテーマの中で包括的に捉えた方がよ

いだろう｡そして､｢聾え立つ｣ トネリコの世界樹を並列して描くことによっ

て､｢水と樹木｣(要素[a･E】)という比較的単純な連想が働いている｡

(20) そこから､多くのことに知悉した

二人の乙女たちが､

[Y]訪れて来る｡

[E･F]鑑三にひろがる､かの泊から発して｡

[b]ひとりはウルズ､

他はヴェルザンディという名で,

一彼女たちは木片に彫り刻んだ-

第三の者はスクルドの名で呼ばれた｡

彼女たちは人の子らのために

かずかずの法を取り決め､

いのち (リーヴ)を選び出し､

[b]産金を告げ知らせるのだ｡

19-20節の連関については､拙稿ですでに注解を加えた｡

｢そこから数知れず露が生じ｣という表現は､次節の ｢そこから乙女た

ちが訪れ来る｣という表現と並列に置かれうる｡いわば､｢それらは落ち

て谷間へ降りてゆく｣と記されたように､d6ggvar｢(数えきれない)露｣

は､まざれもなく ｢ウルズの泉｣を満たすものとなるのだが､その泉から

発して ｢運命｣を告知する ｢乙女たち｣がやって来る､という相関関係が

認められよう｡そのことは､露が ｢生ずる｣のも､乙女たちが ｢訪れ来る｣
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のも,同一の動詞komaで表わされていることからも明らかだ｡

8節で詠まれていた ｢おそろしく頑強な､三人の巨人の娘たち｣の来訪

と､｢多くのことに知悉した三人の乙女たち｣(20節)の来訪は,語りの

上で相互に連想を惹き起こすだろう｡前者は ｢強力｣､そして後者は卓越

した ｢知恵｣を表象している｡女巨人たちの来訪によって､神々にとって

の楽園時代は終鴛を告げたのに対して､運命の三女神の来訪によって,人

間社会の ｢法と秩序｣が確定し､一人ひとりにlff｢いのち､人生｣が割り

ふられることになった (拙論2004)70)0

したがって､｢露｣が ｢生ずる｣ことと,｢運命｣(要素[b])の三女神が ｢訪

れくる｣ことが連関されている｡当然､これら三女神の来訪は､既述した8節

の ｢三人の女巨人の来訪｣の語り (要素[Y])と合致している｡つまり､また

もや ｢異人来訪｣の図式が､円環の内部にまで浸透している｡

トネリコは実際には落葉樹であるにもかかわらず､19節では理念的にあら

ゆる生の根源を表徴するかのように､ウルズ (運命)の泉の上に誓える ｢常緑｣

の樹 (要素[E･Ⅰ])として歌い上げられている｡それに対して45節においては､

｢その老木｣の震動そのものが､ラグナロクの時が近いことを象徴的に物語っ

ている｡ちなみにaldarr6k｢(人間や神々の住む)世界の滅び｣(｢ヴァフスル

ーズニル｣39)はラグナロクとほぼ同義だが71)､｢丞女の予言｣では､音響の

イメージを連続させることによって､ラグナロクが迫ることへの警鐘を打ち鳴

らしている｡まず最初に ｢女巨人の牧夫｣エッグセールがかき鳴らす竪琴

(41節)に始まり､フイヤラッルやグッリンカムピという名の雄鶏たちの鴇を

告げる声 (42節)､冥府の番犬ガルムの猛々しい吠え声 (43節)､そして極め

つけはへイムグッル神が ｢高らかに鳴らす｣角笛ギャラルホルンの奏音だ

(45節)｡この-大音響が発せられるとき､mj6tu∂r｢推し量るもの｣としての

｢運命｣に ｢点火される｣というのだ (｢略注｣46)｡したがってユツグドラシ

ルが ｢坤吟の声を発する｣というのも､ほかならぬ ｢世界の滅び｣のときが近
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いことの暗示となっている｡迫り来る運命的な出来事を告知するかのごとき､

これら一連の ｢音響｣を要素 [C]に設定しておく｡

｢トネリコの巨樹が､ほの白くよどむ水に濡れて聾え立っている｣(19節)､

という丞女自身が思い描く原初的な風景は､そのエッグドラシルが ｢打ち震え｣

て ｢坤吟の声を発する｣(45節)という聴覚的な映像と緊密に連関されており､

一連の語りの上での円環を構成している｡同じ世界樹でありながら､前者が

｢つねに緑なし聾えている｣のに対して､後者は ｢その老木｣と呼ばれている｡

同様にオージンもinnaldni｢かの老いたる者｣と称されている (28節)｡ラグ

ナロクに呼応して､世界樹はオージンとともにあたかも ｢終わり｣の時を迎え

るかのようだ (拙論参照)72)｡加えて45節は意味内容の上で､27節と共鳴し

合っている｡

27 VeithonHeimdallar

[C]地盛 offolgit

undheiav6num

[E]helgumba∂mi,

asirhonausask

[a]aurgumforsi

[d]afve∂iValf絹rs.

かの女は知っている､へイムグッルの

響き聞こえるものが隠されてあるを､

輝く空と慣れ親しむ

聖なる樹の下に｡
たぎ

かの女は見る､流れが浪り逆巻き

戦死者の父の抵当 (オージンの日)より発し､

洩れる7k飛び散る清となりゆくをO

Vitu∂irenn-e∂ahvat?おのおの方､さらに知るや､それとも如何に?

多元的な ｢水｣の要素 [a]は､ここでは ｢滝｣に具現化されており､19-20

節と同様に､世界樹の映像と共起している｡

｢戦死者の父の抵当｣(27節)という語句は､ミ-ミルの泉の ｢知恵の水｣

を飲むために代償として与えられた ｢オージンの目｣をさすが､同時に､そこ

から ｢発し｣て ｢滝となりゆく｣と語られているからには,｢オージンの目｣

が隠されてあるミ-ミルの泉を示唆する語法であろう｡部分でもって全体を表
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現するsynedoche(提喰)と呼ばれる修辞技法である｡つづく28節では､ミ-

ミルは ｢朝の訪なうたびごとに蜜酒を飲む｣と記され､ミ-ミルの ｢知恵の水｣

は ｢蜜酒｣と同一視されている｡いずれにせよ､45節と同じく､ミ-ミルを

仲介としてへイムグッルの ｢聴覚 (奏音)｣とオージンの ｢視覚｣が並列的に

捉えられている73)0

盛女がオージンに語りかけた言葉の一部を引用しておく.

(28)･--｢オージンよ､わたしはすべてを知っている､

[d]あなたが何処に目を隠されたかを､

つとに名高き

[a】ミ-ミルの泉に｡

ミ-ミルは朝の訪なうたびごとに

蜜酒を飲む､

ld]戦死者の父の抵当 (オージンの日)から｣-･･･

さて､古ノルド語ho叫ま ｢角笛｣と ｢角杯｣の両方の意味をもっているが､

27節では ｢角笛｣のことを娩曲にhlj6a｢聴音､響き聞こえるもの｣と呼び､

ギャラルホルンという名のまさに｢鳴り響く楽器としての角笛｣をさしている｡

不思議なことにhlj6aには､聴衆に静粛を求めるときの ｢沈黙｣という意味も

あり､｢益女の予言｣の冒頭においてこの語が用いられていた74)｡｢静粛をわ

たしは求めたい､あらゆる等き族､身分の高き者も低き者もひとしくへイムダ

ツルの末商なる者に対して｣と｡

丞女は詩歌を吟詠するに際して､聴衆にいわばhlj6a｢静聴｣を促している

のだが､その聴衆は身分の上下を問わず ｢ひとしくへイムグッルの末蘭なる者

よ｣と呼びかけられている｡別稿でも述べたが､へイムグッルの角笛が高らか

に吹き鳴らされるのは､ムスペッルの魔の軍勢が襲来する時まで得たねばなら

ない (45節)｡警鐘を告げ知らせるはずの角笛は､その然るべき時までミ-ミ
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ルの泉のなかに隠されたままhlj6∂｢沈黙｣を強いられるというわけだ (拙論

参照)75)｡

対照的に45節では､ヴォルズ ･ゴザ ｢神々の見張り役｣としてのへイムグ

ッルが､ギャラルホルンを ｢高らかに鳴らす｣と歌われている｡ミームという

名は通常､ミ-ミルと同定されてきたが､U･ドロンケはへイムグッルと同一

視している76)｡その場合､｢ミームの息子たち｣という言い回しは,へイムグ

ッルを始祖と仰ぐ奴隷､農民､諸侯を表わし (｢リーグの物語歌｣)､｢人間の種

族｣を意味すると説かれているが､語りの流れの上では相当に無理がある｡よ

く引用される有名な話だが､ヴァンたちが､ミ-ミルの首をはね､その頭部を

アース側に送りつけてきたとき､オージンは､その頭に防腐剤を塗りたくり､

何度も呪文を唱え､ついには大いなる霊力を吹き込むと､｢その頭が彼に話し

かけ､彼のために多くの神秘的な話を語りだしてくれた｣という (｢ユングリ

ンガ ･サガ｣4章)77)｡少なくとも45節の ｢ミームの頭｣は､やはりオージ

ンに数々の神秘的な話を語って聞かせた ｢ミ-ミルの頭｣(要素[e])と解さざる

を得ない (『生と死』80)｡おそらく上記45節でも､ラグナロクを目前にした

オージンは､予言や助言となる ｢神秘的な話｣を聞き出すために､｢ミ-ミル

の頭｣に相対しているのだろう｡｢ついに運命が点火される｣という表現は､

まさに ｢神々の滅びる定め｣の時が近いことを意味している｡

いずれにせよ,本来ならば ｢響き聞こえるもの｣となるはずのへイムグッル

の角笛が､｢沈黙｣したままミ-ミルの泉のなかに ｢隠されてある｣状況と､

｢オージンの日｣が見る機能を喪失したまま､同じ泉のなかに沈められてある

という状況は相関をなす (27節)｡前者のへイムグッルのhlj6∂｢響き聞こえる

もの｣は､先述した ｢音響･奏音｣の表現要素 [C]に組み込むことが可能だ｡

対照的に､｢戦死者の父の抵当｣と称された ｢オージンの目｣を要素 [d]に

定めておく｡いわば ｢へイムグッルの奏音｣と ｢オージンの片目｣はいずれも､

それらを隠し蔵した ｢ミ-ミルの泉｣(要素[a]｢水｣)そのものの暗喰となり､

両神の ｢耳｣と ｢目｣がミ-ミルの ｢頭｣と緊密に連合されていることも明ら

108



かだ｡

加えて､｢最高の賢者｣(｢ユングリンガ ･サガ｣4)と称されたミ-ミル

のh6fu∂｢頭｣が､神界のh6fu∂｢主長｣なるオージンに数々の秘密を語り出す､

という言葉の遊戯がひそんでいるだろう｡いわば､へイムグッルの ｢聴覚｣と

オージンの ｢視覚｣のそれぞれの力能は､｢隠し場所｣としてのミ-ミルの泉

と､｢秘密の暴露｣としてのミ-ミルの頭を介在することによって､ひとつに

統合され､ラグナロクの運命を予知し､そこから脱却するためのすぐれて鋭敏

な感覚へと変貌をとげてゆくのだ｡そうした真義は､27節と45節の相関性を

ふまえて初めて把握できると思う｡いずれにせよ45節は12行から成るものの､

これが単独で､前半部の19-20節および27-28節に対応しているのは､円環

詩法の見地からすれば､著しくバランスを欠いている｡創作当初の原詩におい

ては､45節の前後に2-3の詩節が置かれていたことを推定しうるが､もし

くは､ウ-ティ･セタの呪術を執行中の丞女の前に突然にオージンが割り込ん

できたことを語る28節は,後代に挿入されたのかもしれない｡

ⅩⅡ.馬を駆るヴァルキュリヤ･川を渡る亡者の群れ

(30) かの女 (盛女)は見た､遠くから

ヴァルキュリヤたちがやって来るのを､

神々の住まう地をめざし､

[f]いまLも居を駆りてくる婆を｡

[b]スクルドは楯をたずさえ､
スコグルがそれに続き､

グン､ヒルド､ゴンドゥル､

それにゲイルスコグルたちだ｡

[f]いまLも馬を駆り

[G]重圧を渡りくるヴァルキュリヤたち､

[g]軍勢の手長 (オージン)に仕える乙女たちの
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名をここにあげてみた｡

(38) かの女は見た､そこで

[j]偽哲を犯したものや

凶悪な殺人者たちが､

それから耳元で秘密ささやく人妻を

かどわかした者が

[h]その激流を難儀して歩き渡るのを｡

[i]そこではニズホッグが

[j]死せる著たちの体を吸い尽くし

狼は男どもを余り喰っていた｡

おのおの方､さらに知るや､それとも如何に?

Yggdrasillの名は ｢ユツグの馬｣を意味し､その第一要素Yggrは ｢恐るべき

もの｣の意で､自己犠牲の神オージンの別名である｡Hanga-tか ｢絞首者の神｣

とも称されたオージンは､みずから槍に傷つき､r風吹きすさぶ大樹｣に身を

吊って､死と再生の自己犠牲を執行したとされる (｢ハ-ヴィ｣138;『生と死』

110)｡古ノルド語rf∂aや古英語ridanは ｢馬に乗る｣を基本義としながらも､

絞首に処せられた者たちの体が ｢揺れる｣さまを表現しえた｡さらに種々の用

例を検討した結果､現世において ｢馬や船に乗って揺れながら進み､旅する｣

ことは､｢馬に乗って死界へ旅立つ｣ことと詩歌のなかで緊密に連合されてい

た｡典型的にはオージンは八本足の馬スレイプニルに乗り､この世とあの世の

来往を繰り返す神であった｡オージンの自己犠牲の樹としてのYggdrasillが

｢ユッグ (オージン)の馬｣を意味した由縁である (拙論参照)78)｡

さて､アースの神々は､世界樹の根の下にある ｢ウルズの泉｣において ｢判

決を下しに行く｣ために､｢毎日､馬に乗る｣とされ､10頭の馬の名を列挙し

た箇所がある (｢グリームニル｣30)｡ただし､ソール神のみは､同じ所へ行
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くゆくのに幾つもの川を ｢毎日､歩いて渡る｣とされる (同29)｡この箇所で

は､10頭の馬に､オージンの馬スレイプニルが含まれていないが､｢ギュルヴ

イの幻惑｣の記載では､オージンの馬を筆頭にして合計11頭の馬の名があげ

られ､最後の十二番目に数えられるはずのパルドルの馬については,｢(殺され

た)彼の亡骸とともに焼かれた｣と付記されている (15章)｡これらの不思議

な伝承についてはすでに分析を試みた79)｡

上記30節で､｢かの女｣すなわち盛女が幻視のなかで ｢見た｣ものが､また

してもrfaa｢馬に乗る｣(要素 [f])6名のヴァルキュリヤの姿であったという

のはすこぶる意味深長だ｡Heljan｢軍勢の主長｣オージンに ｢仕える乙女たち｣

が馬を駆るということは､近々に戦士クラスの誰かが死ぬことを暗示している｡

｢平原｣の訳語を与えたgnlndは､｢広大なる大地｣(古英語eomen-grund)の意

味合いを有し (水野 ｢中つ国｣)80)､上記の視覚的な映像は､やがて発生する

パルドルの殺害という悲劇が､神界をふくむ宇宙的な滅びにつながることを暗

示している｡その事は､ヴァルキュリヤたちの中に､｢然るべき未来｣を表徴

する運命女神スクルドがいることからも明らかだ｡

それに対して､同じ盛女が幻視する映像でありながら､39節の ｢激流を難

儀して歩き渡る｣者たちはすべて匿名である｡この世で様々な罪を犯した死者

の秤れ(要素臼])が､毎日のように死界の川をva∂a｢歩き渡る｣(要素 [h])情景

であろう｡アース神の中でただ一人ソールのみは､ウルズ (運命)の泉のほと

りにある､神聖不可侵の r神々の法廷｣(d6msta∂r)へ向けて毎日､川をva∂a

｢徒渉する｣のだが (｢ギュルヴィ｣15)､39節の描写はあたかもその一種のパ

ロディであるかにみえる81)｡

最近､｢丞女の予言｣のなかに､生と死および運命を司る月に秘められた

megin｢大いなる力｣(5節)のテーマが脈打っていることを論及し､Ni∂h6ggr

を ｢暗夜 (新月)のさなかに討つもの｣と解した｡詳細は省くが､死者の体を

｢吸い尽くす｣ニズホッグ (要素 [i])の所作は､降雨と死を司る ｢月の魔力

(メギン)｣を表徴していると結論づけた｡その一節を引いておく｡
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次節 (39節)で､フエンリル狼の末宙の中から､｢月を喰うもの｣が出

現することが予言されている｡ちなみに ｢ギュルヴイの幻惑｣12章によ

れば､その狼はマ-ナガルム ｢月の魔犬｣の名で呼ばれている｡まさに

｢暗月｣の闇の中で､ニズホッグ竜が死体を ｢吸い尽くし｣､狼が男たちを

｢余り喰う｣という､死界における食欲な食の映像が､次節では ｢月を喰

う狼｣という宇宙論的なイメージに変換されている82)｡

繰返しになるが､オージンに仕えるヴァルキュリヤ (｢戦死者を選ぶもの｣

の意)たちが馬に乗り大地を疾駆する姿は､パルドルの死の予兆となっている｡

パルドルを殺す ｢下手人｣(hand-ban主)は盲目のホズだが､その ｢殺害の教唆

者｣(r孟∂-bani)はロキだ (『生と死』207)｡やがてロキがパルドル殺害に関与

することは､ロキ自身のロからパルドルの母フリッグに向けて発せられた言葉

の中にほのめかされている｡

ロキは言った｡

｢フリッグよ､お前は,

この私がまねく災厄の話を

私にもっと語って欲しいというのか?

お前がこの先､館に

馬に乗ってやって来るパルドルの姿を拝めなくなるのは

この俺様のせいだ｡｣ (｢ロキの口論｣28)

いわば､益女のまなざしの中に､｢遠くから｣ヴァルキュリヤたちが ｢神々

の住まう地をめざして｣馬に乗って ｢やって来る｣のが見えたのだが (30節)､

その幻視は皮肉めいたことに ｢馬に乗ってやって来るパルドルの姿を拝めなく

なる｣という､神界に降りかかる悲劇をも遠望することになるのだ｡
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ウルズの泉の神聖なる裁きの庭へ向けて毎日疾駆する神々の中にあって､例

外的にただ一人､川を徒歩で渡りゆくソールの姿と､近々に ｢馬に乗る姿が見

られなくなる｣パルドルはどこか似通うところがある｡日々､d6mr｢裁き｣

の場に馳せ参ずる神々の集団と､死界への川を徒歩渡る死者の群れが､相互連

関されているのは明らかだ｡罪を犯した死者たち(要素 Li])の体は､やがて

ニズホッグ竜に ｢吸い尽くされる｣という懲罰いわば ｢裁き｣(要素 [b])を

受けることになる｡

ⅩⅢ.中核の主題

r丞女の予言｣という詩歌は､こうして前半部と後半部の各詩節において相

互に対応し､共鳴する表現要素やテーマを配し､次に紹介する中核的な主題

【Ⅹ】を中心とする円環構成を形づくっており､全体として[A-B-C-Ⅹ-

C-B-A]の配列形式を成している｡

(31)Eks孟Baldri, わたしは見た､

b16∂gumtfvur, オージンの息子パルドルには､

6∂insbami, 血に染まりゆく神としての

[b]6r16gfblgin; ;軍命が辞められてあることを｡

st6∂of坦盛迫 野にはひときわ高く､

vGllumh;Eri か細くもいと美しく､

叫drok叫6kね 町 宿り木が

[Dコmistilteinn. 生い育っ… ｡

冒頭の ｢わたし｣は､詩的陶酔のなかでパルドルの殺害を不可避の ｢運命｣

として見定めた丞女をさしている｡問題の宿り木がヴァルホッルの西に生息し

ているという秘密を暴露してしまったのは､母フリッグであった｡ロキはそれ

を入手して神界に戻り､盲目の戦士ホズに手渡し､｢射る｣べき方向を教え示
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したのだが (｢ギュルヴィ｣49)､ホズが ｢それを射放った｣とき,宿り木は

パルドル必殺のham･flaug｢災いの飛矢｣と化したという｡

(32)いかにも細きと見えた

その枝から危機をはらむ
しゆったい

災いの飛矢が出来し､

ホズがそれを射放った｡

やがてパルドルの兄弟が

生を享け､

オージンの息子なるその者 (ヴァ-リ)が

生後一夜にして復讐を敢行した｡

基女が予見した ｢血に染まりゆく神｣としてのパルドルの殺害は､こうして

実現した｡パルドル殺害神話については､種々の見地から約15編の論稿を公

表済みなのでここでは詳説を控え､-論からの引用にとどめたい｡

パルドル殺しのホズに対して､オージンとリンドの間に生まれたヴァ-

リが､わずか ｢生後一夜にして｣復讐をとげたという (｢パルドルの夢｣

11)｡32節では､ホズがパルドルめがけて宿り木を ｢射る｣(skj6ta)行為

と､ヴァ-リがホズに相対してこれを ｢討ち果たす｣(vega)行為が､同

じnam ｢敢行した､着手した｣という動詞 (nemaの過去形)で連結されて

いる (水野 ｢略註｣41)｡

敵に報復するには､あたかも同じ行為で報いるべきとでも言うかのような語

り口である｡31節の予言的な語りが､32節ではすでに発生した過去の出来事

と化している｡パルドル殺害を ｢予見した｣丞女が､同時にその悲劇の顛末を

も語っているのだが,その未来と過去をつなぐ結節点にあるものは､野に ｢ひ
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ときわ高く､生い育っていた｣宿り木 (要素 [E])であろう｡あたかも､そ

の ｢美しき｣宿り木を一種の依り代となして､丞女は未来に起こるべきことを

予見し､過去の伝承事実を統握しているようにみえる (近稿参照)83)｡パルド

ルの死のあとに､ホズへの復讐者ヴァ-リの記述が続き､ついで母フリッグの

悲嘆が描かれるのはごく自然な道理である｡

(33)かれは手を洗いもしなければ

髪を琉ることもなかった､

パルドルの怨敵を葬りさり

火葬の薪のもとに運ぶまでは｡

その間にフリッグは

フエンサリル (｢沼沢の館｣)にて

ヴァルホ､ソルの惨劇に悲嘆に暮れていた｡

おのおの方､さらに知るや､それとも如何に?

｢ヴァルホッルの惨劇｣は､｢戦死者の宮殿｣ヴァルホッルの西に生息して

いた宿り木によって､愛息が殺されたことをさしている｡先行する30節にて

馬を駆るヴァルキュリヤたちを歌い,何者かの死を予告した上で､パルドルの

｢殺される運命｣へと語りをつなぎ､母神の働笑を詠むに際して､ふたたびヴ

アルキュリヤの住まいとしてのヴァルホッル ｢戦死者の宮殿｣の用語を提示し

ている｡フリッグの館フェンサリルと､この ｢戦死者の宮殿｣が並列されてい

ることも注目すべきであろう｡30-33節の語りが中核の主題を取り巻く円環

を構成していることは疑いもない｡しかも､31節の ｢わたしは見た｣と34節

の ｢かの女は見た｣で語りだされる意味内容は緊密に照応している｡｢かの女｣

は､一種の想依状態のなかで､｢わたし｣と称する自我を遊離して､現在 ･過

去 ･未来の時空的な領域を自在に遍歴する砿女をさしている (｢略註｣28)｡
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(34)かの女は見た､囚われ人が

フヴェラルンド (｢沸き立つ釜の森｣)に横たわるを｡

それは災厄を好むロキの

姿によく似た者｡

そこにシギュンが

おのれの夫のそばにたたずむが､

幸せとは縁遠い｡

おのおの方､さらに知るや､それとも如何に?

ここでは ｢ロキの姿によく似た者｣という暖味な表現となっているが､続い

て妻シギュンの名が置かれることによって､その ｢囚われ人｣がロキ以外の何

者でもないことが判明する仕組みだ｡｢幸せとは縁遠い｣シギュンの存在は､

フエンサリルにて ｢働笑する｣フリッグの姿と対応している｡それぞれ妻と母

の悲嘆を表現し､言うまでもなくロキは､パルドル殺害に関与した罪を背負わ

されて責め苦を受けている｡

｢盛女の予言｣の中核の主題はしたがって､【パルドル殺害とロキの処罰】

であり,それを補佐するものとして 【ホズに対するヴァ-リの復讐】と 【母の

働笑と妻の悲嘆】のテーマが置かれている｡別稿において､砿女自身が ｢この

世の生と死と運命を司る女神フリッグの相貌を帯びている｣と結論づけ84)､

さらに ｢基女の予言｣という名の詩歌は､滅びゆく神々に捧げられた哀歌であ

ると定義づけた (近稿)85)｡その意味でも､詩歌の中核に ｢血に染まりゆく神｣

パルドルと ｢囚われ人｣ロキの姿を配し､それぞれの悲劇を嘆くふたりの女性

を並置するという詩法は､きわめて劇的な効果を生みだしているといえよう｡

ⅩⅠⅤ.円環詩法と異人来訪のテーマ

以上の論述に従い､対応する詩節番号にそれぞれA,B,C,-などの同一の

記号を付して図示してみる｡中核の主題を 【Ⅹ】と表記する｡そして､対応 ･
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共鳴･照応する表現要素の系列を鈎括弧[ ]で示すことにする｡

A :(1)[静粛-へイムグッルの末商一戦死者の父 (オージン)]

B:(2)[生まれる一養い育てる-haimar｢世界｣-推し量る樹]

C:(3)[住む一海一大地一上天一草]

D :(4)[息子たち一土塊-ミズガルズー太陽一館-地表一緑の草]

E: (5)[太陽一月の友輩一天の縁一大陽一館一星々一月]

F:(6)[支配神一来臨する一裁きの座]

G:(7)[アースたちの避追-イザヴォッル]

H:(8)[草地での盤戯一黄金の駒一三人の女巨人の来訪]

Ⅰ: (9)･(10)[支配神一来臨する-裁きの座一株儒の創成] ･[土一株儒た

ち (人の似姿)の創成]

J:(17) [三名のアース神の旅一海辺一樹木一運命を知らぬもの (最初の人

間)]

K : (19-20)･(27-28)[世界樹-よどむ水一常緑一運命の泉一三人の乙

女たちの来訪-樹下-かの海一三人の運命女神一運命] ･[響き聞

こえるもの (聴音)一聖なる樹一濁れる水飛び散る滝-戦死者の

父の抵当 (オージンの目)一日を隠した一戦死者の父の抵当 (オ

ージンの目)]

L:(30)[ヴァルネユリヤー馬を駆る-スクルド (運命女神)-平原一軍勢

の主長 (オージン)]

【Ⅹ】 :(31-32)【｢血に染まりゆく神｣パルドルー運命一宿り木-ホズの凶

行-ヴァ-リの復讐】

(33-34)【母フリッグの働笑一口キの処罰-妻シギュンの不幸】

L:(38)[罪人の群れ-激流を徒歩渡る-ニズホッグ竜一死者の体]

K:(45)[運命一鳴りわたるギャラルホルンーへイムグッルとオージンー

ミームの頭一世界樹]
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J:(48)[船 (海の木)一泊一三兄弟の襲来- (神々と人間の種族の滅び)]

Ⅰ:(49)[神々の会議-岩壁､岩の扉一株儒たちのうめき声]

H:(58)[黄金の駒一草むら一神の族]

G:(57)[アースたちの避進一イザヴォッルー運命的な出来事一古き秘蹟]

F:(62H)[強大なるもの一来臨する一裁きの庭]

E : (54)[太陽一大地一海一天一星々一火炎一天]

D :(61)･(59)[館一太陽-ギムレ- (至上天)一戦士一住む-至福]･【豊

鏡一住む一勝利一戦死者の神々]

C:(56)[海中より大地が一上空に飛ぶ一常緑]

B:(60)[息子たち-住む-vind-heimr｢風の住み処｣一卜占の枝]

A :(62)[(韮女は)沈みゆかん-激戦の野を飛びゆく竜ニズホッグ]

このように ｢王室写本｣の詩節区分によって ｢丞女の予言｣を分析してみた｡

相互に対応 ･共鳴する表現要素が,一つまたは二つの詩節の内部で連関的な一

系列を形づくっており､詩歌の前半と後半に上記A～Lの詩的系列が詑められ

た｡【殺されるパルドルとロキの処罰】が中核の主題であり､【それぞれの母と

妻の悲嘆】のテーマと相関をなしていることも明確に読み取れた｡詩歌全体の

様相を見るかぎり､円環構造があることは疑いない｡ただし同時に､とくに後

半部の詩節において円環の同心円に乱れが生じている｡前半の詩節との対応を

比べると､後半部では原詩に存した円環が崩れ､50-61節の順序が入れ替わ

った可能性が大きい｡それに対して､後半の38-49節は比較的きれいな円環

を形づくっているものの､前半部では系列K (19-20節と27-28節)が負担

過重となっている｡

原詩の推定上の創作年代 (1000年前後)から ｢王室写本｣の成立までの約

270年の間に､いわばその伝承のプロセスで､円環の揺れと崩れが生じたこと

を想定せざるを得ない｡いずれにしても今後､｢盛女の予言｣の語りの分析や

文芸批評を進める際には､上の指標に基づき､まずは原詩の円環を再構する試
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みが必要となってくるだろう｡

さて､このように円環詩法の原理に基づき､対応 ･共鳴する表現要素の系列

が幾つもの同心円を描いて中核の主題を取り巻いている｡だが,一方では､語

りの進展に沿って､連鎖的に繰り返し表れる一つの基幹的テーマが認められた｡

それは､神々の黄金時代を終鴛させた ｢三人の女巨人たちの来訪｣(8節)に

始まる､｢異人来訪｣のテーマ (要素[Y])である｡語りの順序を追えば､｢三

人のアースたち｣が侠儒の種族を離れて海辺に ｢やって来た｣(動詞komaの過

去形)ことは､人間の創成を導き (17節)､｢三人の乙女たち｣が訪れて来て､

人の子らに ｢運命を告げ知らせ｣ている (20節)｡そして､へイズという名の

丞女が ｢家々を訪れ｣てセイズ (呪術)を駆使したとき､女たちは ｢官能的な

歓び｣にふけったという (22節)｡これら異神または異人の ｢来訪｣を表わす

動詞はすべてkomaである｡詩歌の吟詠者である盤女がウ-ティ･セタの呪術

を執行中に､｢老神｣オージンが r来訪し｣て彼女の眼を覗き込んだともいう

(28節)｡また､そのオージンに仕えるヴァルキュリヤたちが馬を駆って ｢や

って来る｣という動詞も､当然のことながら同じくkomaだ (30節)｡

その後､例の 【中核の主題】が提示されて､komaで表記される ｢異人来訪｣

のテーマは消え失せている｡それが､ギャラルホルンの角笛が高らかに鳴り響

き､｢ついに運命が点火される｣と語られるや､｢恐るべき異人たち｣の襲来が

相次いで発生している｡巨人フリュムは ｢東から馳せ参じ｣(47節)､同じく

東から､ロキが ｢舵取りをつとめ｣て､ムスペッルの民を乗せた船が海を越え

て ｢やって来る｣(48節)｡そして,魔物スルトは燃える剣をもって ｢南から

攻め寄せる｣(50節)というふうに｡

オージンは ｢ロフト (ロキの別名)の友｣とも称され､ロキとは血盟の義兄

弟の関係にあった (｢ロキの口論｣9)｡したがって､すでに旧稿で論述したよ

うに､客人 (または異人)款待の原則に照らせば､ロキに残酷な業罰を加えた

ことは､まさに ｢客人款待神としてのオージン｣を筆頭とするアースの神々に

対して86)､いずれ処罰が下されることを意味している｡それ故に､ラグナロ
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クにおける神々を滅ぼす魔の軍勢の襲来は､ロキをふくめた ｢恐るべき異人た

ち｣による大逆襲と解しうる (旧稿参照)87)｡

この辺りの異人の大襲来を表わす動詞にはkomaとfara｢旅する､遠征する｣

が併用されているが､ヴィ-ザルやソールなどの神々がこれら宿敵を迎え撃つ

ために ｢馳せ参ずる｣という動詞は､またもやkomaで表記されている (52-

53節)｡しかも,ひとたび世界が滅び､その後に ｢海中よりふたたび｣大地が

｢浮かびくる｣という動詞ばかりか (56節),死界からパルドルが ｢蘇えってく

る｣だろう (59節)､という動詞もkomaである｡

こうして詩歌全体を通観すれば､最終節において､｢闇なす竜｣ニズホッグ

(｢新月の中で切り払うもの｣の意)が､ニザフイヨル ｢新月の丘｣の下方から､

空を飛んで ｢来る｣という動詞がやはりkomaであるのは決定的な意義を有す

るだろう｡既述したように､生と死と運命を司る月のmegin｢魔力｣が､この

飛竜に具現化しているように思える88)｡そして､｢異人 (異神)来訪｣という

ダイナミックなテーマが､直線的な語りの連鎖となって ｢盛女の予言｣の詩的

円環をまさに突き抜けているのだ｡その根幹主題は､詩歌の中核にひそむパル

ドル殺害神話をもまざれもなく貫通している｡というのは､折りに触れて論及

したように､その殺しの教唆者ロキはいわば神界の異人であり､mann-hringr

｢神々の輪｣_の ｢外｣に立っていた下手人ホズは神界のアウトサイダーにはか

ならないが故に (『生と死』204-8)｡しかも ｢災いの飛矢｣と化した宿り木

は､ロキに代表される､まさに神界に寄食する異人の象徴であるばかりか､

｢若く｣(｢ギュルヴィ｣49)て ｢美しい｣と言われたその枝は､パルドル自身

の不死性と異人性を表徴しているとみなしうるからである (拙論参照)89)｡
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[付記]

本稿は次の二つの口頭発表を基にしているが､ここでは対象を ｢益女の予言｣に絞った｡

1)｢エッグ詩にみるRingcompositionと語りの円環構造｣(日本中世英語英文学会第18回

全国大会 :シンポジウム ｢頭韻詩再考｣(2002年12月7日,広島大学)｡2)"Ring

CompositionandCircularNarrativeStructureinEddiePoems:'The12thInterrLationalSaga

Conference(Univ,Bonn,Jut.28-Åug.2,2003).なお､2)に関しては拙論 (同一題名)が

当学会誌prepdntに掲載された(注15参照)｡また､本文中の引用作品 ｢ギュルヴィの幻惑｣

(Gylfaginning)は ｢ギュルヴィ｣と略記して章数を添えた｡次のエッダ詩については､

それぞれ右記の略語を使用し､詩節番号を付した｡

｢八一ヴィの語り｣:｢ハ-ヴィ｣｢ヴァフスルーズニルの語り｣:｢ヴァフスルーズニル｣

｢グリームニルの語り｣:｢グリームニル｣
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